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(57)【要約】
　本開示のいくつかの態様は一般に、生物学的指標に基
づいて位置ベースの健康上の警告を提供することに関す
る。いくつかの態様では、サーバは、モバイルデバイス
と関連付けられる位置を特定する情報を受信してもよい
。サーバは、位置と関連付けられる場所を決定してもよ
い。サーバは、場所と関連付けられる健康情報を特定し
てもよい。健康情報は、場所に関連して以前に受信され
たデータに基づいてもよい。サーバは、健康情報に基づ
いて健康上の警告を提供してもよい。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メモリと、
　前記メモリに結合される1つまたは複数のプロセッサであって、
　　モバイルデバイスと関連付けられる位置を特定する情報を受信することと、
　　前記位置と関連付けられる場所を決定することと、
　　前記場所と関連付けられる健康情報を特定することであって、
　　　前記健康情報が、前記場所に関連して以前に受信されたデータに基づく、特定する
ことと、
　　前記健康情報に基づいて健康上の警告を提供することと
　を行うように構成される、1つまたは複数のプロセッサと
　を備える、サーバ。
【請求項２】
　前記1つまたは複数のプロセッサが、
　前記モバイルデバイスからデータを受信することであって、
　　前記データが、センサデータ、処理されたセンサデータ、ユーザ入力、前記場所に関
連して受信された前記データ、またはこれらの任意の組合せを備える、受信することと、
　前記データに基づいて活動を決定することと、
　前記活動に基づいて前記健康情報を特定することと
　を行うように構成される、請求項1に記載のサーバ。
【請求項３】
　前記活動が、食べること、飲むこと、運動すること、またはこれらの任意の組合せのう
ちの少なくとも1つを含む、請求項2に記載のサーバ。
【請求項４】
　前記1つまたは複数のプロセッサが、
　前記モバイルデバイスのユーザと関連付けられるユーザプロファイル情報を特定し、
　前記ユーザプロファイル情報に基づいて前記健康情報を特定する
　ように構成される、請求項1に記載のサーバ。
【請求項５】
　前記1つまたは複数のプロセッサが、
　前記健康情報に対する要求を受信し、
　ユーザと関連付けられる生物学的指標を受信し、
　前記生物学的指標に基づいて前記健康情報を特定する
　ように構成される、請求項1に記載のサーバ。
【請求項６】
　前記データが、前記場所に関連して以前に測定された生物学的指標を備える、請求項1
に記載のサーバ。
【請求項７】
　前記1つまたは複数のプロセッサが、
　前記場所に関連して測定された、複数のユーザと関連付けられる複数の生物学的指標を
受信することであって、
　　前記複数の生物学的指標が前記生物学的指標を含む、受信することと、
　前記複数の生物学的指標に基づいて前記健康情報を特定することと
　を行うように構成される、請求項6に記載のサーバ。
【請求項８】
　前記1つまたは複数のプロセッサが、
　前記生物学的指標が閾値を満たすと判定し、
　前記生物学的指標が前記閾値を満たすと判定したことに基づいて、ユーザ入力に対する
要求を提供し、
　前記ユーザ入力を受信し、
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　前記場所を特定する情報に関連して、前記ユーザ入力を含む前記健康情報を記憶する
　ように構成される、請求項6に記載のサーバ。
【請求項９】
　前記健康上の警告が前記ユーザ入力の少なくとも一部分を含む、請求項8に記載のサー
バ。
【請求項１０】
　前記1つまたは複数のプロセッサが、
　前記場所と関連付けられる複数の健康上のオプションを決定し、
　前記健康情報に基づいて、前記複数の健康上のオプションのうちの1つまたは複数の推
奨される健康上のオプションを決定する
　ように構成され、
　前記健康上の警告が、前記1つまたは複数の推奨される健康上のオプションを特定する
情報を含む、
　請求項1に記載のサーバ。
【請求項１１】
　モバイルデバイスであって、
　メモリと、
　前記メモリに結合される1つまたは複数のプロセッサであって、
　　前記モバイルデバイスと関連付けられる位置を決定することと、
　　場所と関連付けられる健康情報にアクセスすることであって、
　　　前記健康情報が、前記場所に関連して以前に受信されたデータに基づき、前記場所
が前記位置と関連付けられる、アクセスすることと、
　　前記健康情報に基づいて、健康上の警告を提供することと
　を行うように構成される、1つまたは複数のプロセッサと
　を備える、モバイルデバイス。
【請求項１２】
　前記1つまたは複数のプロセッサが、
　前記モバイルデバイスのユーザによって実行されている活動を決定し、
　前記活動に基づいて前記健康情報にアクセスする
　ように構成される、請求項11に記載のモバイルデバイス。
【請求項１３】
　前記1つまたは複数のプロセッサが、
　前記モバイルデバイスと関連付けられるセンサからセンサデータを受信し、
　前記センサデータに基づいて前記活動を決定する
　ように構成される、請求項12に記載のモバイルデバイス。
【請求項１４】
　前記データが、前記場所に関連して以前に測定された生物学的指標を備える、請求項11
に記載のモバイルデバイス。
【請求項１５】
　前記生物学的指標が、前記モバイルデバイスと関連付けられるセンサによって測定され
る、請求項14に記載のモバイルデバイス。
【請求項１６】
　前記1つまたは複数のプロセッサが、
　前記生物学的指標が閾値を満たすと判定し、
　前記生物学的指標が前記閾値を満たすと判定したことに基づいて、ユーザ入力に対する
要求を提供し、
　前記ユーザ入力を受信し、かつ
　前記場所を特定する情報に関連して記憶するために、前記ユーザ入力を含む前記健康情
報を提供するか、または
　前記場所を特定する前記情報に関連して、前記ユーザ入力を含む前記健康情報を記憶す
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る
　ように構成される、請求項14に記載のモバイルデバイス。
【請求項１７】
　前記健康情報が、前記モバイルデバイスと関連付けられる1つまたは複数のセンサによ
って測定される生物学的指標に基づいて特定される、請求項11に記載のモバイルデバイス
。
【請求項１８】
　前記1つまたは複数のプロセッサが、
　前記モバイルデバイスのユーザと関連付けられるユーザプロファイル情報を特定し、
　前記ユーザプロファイル情報に基づいて前記健康情報にアクセスする
　ように構成される、請求項11に記載のモバイルデバイス。
【請求項１９】
　前記1つまたは複数のプロセッサが、
　前記場所と関連付けられる複数の健康上のオプションを決定し、
　前記健康情報に基づいて、前記複数の健康上のオプションのうちの1つまたは複数の推
奨される健康上のオプションを決定する
　ように構成され、
　前記健康上の警告が、前記1つまたは複数の推奨される健康上のオプションを特定する
情報を含む、請求項11に記載のモバイルデバイス。
【請求項２０】
　前記1つまたは複数の推奨される健康上のオプションが、
　食べ物に関する推奨、
　飲み物に関する推奨、
　運動に関する推奨、または
　これらの任意の組合せ
　のうちの少なくとも1つを示す、請求項19に記載のモバイルデバイス。
【請求項２１】
　モバイルデバイスによって、前記モバイルデバイスと関連付けられる位置を決定するス
テップと、
　前記モバイルデバイスによって、場所と関連付けられる健康情報にアクセスするステッ
プであって、
　　前記健康情報が、前記場所に関連して以前に受信されたデータに基づき、前記場所が
前記位置と関連付けられる、ステップと、
　前記モバイルデバイスによって、前記健康情報に基づいて、健康上の警告を提供するス
テップと
　を備える、方法。
【請求項２２】
　前記データが、前記場所に関連して以前に測定された生物学的指標を備える、請求項21
に記載の方法。
【請求項２３】
　前記生物学的指標が、前記モバイルデバイスと関連付けられるセンサによって測定され
る、請求項22に記載の方法。
【請求項２４】
　前記生物学的指標が閾値を満たすと判定するステップと、
　前記生物学的指標が前記閾値を満たすと判定したことに基づいて、ユーザ入力に対する
要求を提供するステップと、
　前記ユーザ入力を受信するステップと、
　前記場所を特定する情報に関連して、前記ユーザ入力を含む前記健康情報を記憶するス
テップと
　をさらに備える、請求項22に記載の方法。
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【請求項２５】
　前記モバイルデバイスのユーザと関連付けられるユーザプロファイル情報を特定するス
テップと、
　前記ユーザプロファイル情報に基づいて前記健康情報にアクセスするステップと
　をさらに備える、請求項21に記載の方法。
【請求項２６】
　デバイスによって、モバイルデバイスと関連付けられる位置を特定する情報を受信する
ステップと、
　前記デバイスによって、前記位置と関連付けられる場所を決定するステップと、
　前記デバイスによって、前記場所と関連付けられる健康情報を特定するステップであっ
て、
　　前記健康情報が、前記場所に関連して以前に受信されたデータに基づく、ステップと
、
　前記デバイスによって、前記健康情報に基づいて、健康上の警告を提供するステップと
　を備える、方法。
【請求項２７】
　前記モバイルデバイスからデータを受信するステップであって、
　　前記データが、センサデータ、処理されたセンサデータ、ユーザ入力、前記場所に関
連して以前に受信された前記データ、またはこれらの任意の組合せを備える、ステップと
、
　前記データに基づいて活動を決定するステップと、
　前記活動に基づいて前記健康情報を特定するステップと
　をさらに備える、請求項26に記載の方法。
【請求項２８】
　前記データが、前記場所に関連して以前に測定された生物学的指標を備える、請求項26
に記載の方法。
【請求項２９】
　前記生物学的指標が閾値を満たすと判定するステップと、
　前記生物学的指標が前記閾値を満たすと判定したことに基づいて、ユーザ入力に対する
要求を提供するステップと、
　前記ユーザ入力を受信するステップと、
　前記場所を特定する情報に関連して、前記ユーザ入力を含む前記健康情報を記憶するス
テップと
　をさらに備える、請求項28に記載の方法。
【請求項３０】
　前記場所と関連付けられる複数の健康上のオプションを決定するステップと、
　前記健康情報に基づいて、前記複数の健康上のオプションのうちの1つまたは複数の推
奨される健康上のオプションを決定するステップと
　をさらに備え、
　前記健康上の警告を提供するステップが、
　　前記1つまたは複数の推奨される健康上のオプションを特定する情報を提供するステ
ップを備える、
　請求項26に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示の態様は全般に、位置ベースの健康上の警告を提供するための技法に関し、より
詳細には、生物学的指標に基づいて位置ベースの健康上の警告を提供するための技法に関
する。
【背景技術】
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【０００２】
　特定の食物を食べることまたは運動することのようないくつかの活動は、血圧、グルコ
ースレベル、インシュリンレベル、心拍数などのようなユーザの生物学的指標に変化を引
き起こすことがある。ユーザは、その活動を行う前(たとえば、食事の前、運動の前など)
に、その活動がユーザの生物学的指標に対して及ぼす影響を認識していないことがある。
これはユーザの健康に対して悪影響を与える場合がある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　いくつかの態様では、サーバは、メモリと、メモリに結合される1つまたは複数のプロ
セッサとを含んでもよい。1つまたは複数のプロセッサは、モバイルデバイスと関連付け
られる位置を特定する情報を受信するように構成されてもよい。1つまたは複数のプロセ
ッサは、位置と関連付けられる場所を決定し、場所と関連付けられる健康情報を特定する
ように構成されてもよい。健康情報は、場所に関連して以前に受信されたデータに基づい
てもよい。1つまたは複数のプロセッサは、健康情報に基づいて健康上の警告を提供する
ように構成されてもよい。
【０００４】
　いくつかの態様では、モバイルデバイスは、メモリと、メモリに結合される1つまたは
複数のプロセッサとを含んでもよい。1つまたは複数のプロセッサは、モバイルデバイス
と関連付けられる位置を決定し、場所と関連付けられる健康情報にアクセスするように構
成されてもよい。健康情報は場所に関連して以前に受信されたデータに基づいてもよく、
場所は位置と関連付けられてもよい。1つまたは複数のプロセッサは、健康情報に基づい
て健康上の警告を提供するように構成されてもよい。
【０００５】
　いくつかの態様では、本方法は、モバイルデバイスによって、モバイルデバイスと関連
付けられる位置を決定するステップを含んでもよい。本方法は、モバイルデバイスによっ
て、場所と関連付けられる健康情報にアクセスするステップを含んでもよい。健康情報は
場所に関連して以前に受信されたデータに基づいてもよく、場所は位置と関連付けられて
もよい。本方法は、モバイルデバイスによって、健康情報に基づいて健康上の警告を提供
するステップを含んでもよい。
【０００６】
　いくつかの態様では、本方法は、デバイスによって、モバイルデバイスと関連付けられ
る位置を特定する情報を受信するステップを含んでもよい。本方法は、デバイスによって
、位置と関連付けられる場所を決定するステップを含んでもよい。本方法は、デバイスに
よって、場所と関連付けられる健康情報を特定するステップを含んでもよい。健康情報は
、場所に関連して以前に受信されたデータに基づいてもよい。本方法は、デバイスによっ
て、健康情報に基づいて健康上の警告を提供するステップを含んでもよい。
【０００７】
　上では、以下の発明を実施するための形態をより良く理解できるように、本開示による
例の特徴および技術的利点をかなり広範に概説した。追加の特徴および利点が、以下で説
明される。開示される概念および具体例は、本開示の同じ目的を実行するために他の構造
を変更または設計するための基礎として容易に利用されることがある。そのような均等な
構成は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示される概念の特徴、それ
らの編成と動作方法の両方が、関連する利点とともに、添付の図に関して検討されると以
下の説明からより良く理解されよう。図の各々は、例示および説明のために提供され、特
許請求の範囲の限定の定義として提供されるものではない。
　本開示の上述の特徴が詳細に理解されてもよいように、上で簡潔に要約されたより具体
的な説明が、添付の図面にその一部が示される態様を参照することによって行われること
がある。しかしながら、本説明は他の等しく有効な態様に当てはまることがあるので、添
付の図面が、本開示のいくつかの典型的な態様のみを示し、したがって本開示の範囲を限
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定するものと見なされるべきではないことに留意されたい。異なる図面における同じ参照
番号は、同じまたは同様の要素を識別することがある。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本開示の様々な態様による、本明細書で説明される技法が実施されてもよい例示
的な環境を示す図である。
【図２】本開示の様々な態様による、モバイルデバイスの例示的なコンポーネントを示す
図である。
【図３】本開示の様々な態様による、図1に示される1つまたは複数のデバイスの例示的な
コンポーネントを示す図である。
【図４】本開示の様々な態様による、位置ベースの健康上の警告を提供することの例を示
す図である。
【図５】本開示の様々な態様による、位置ベースの健康上の警告を提供することの別の例
を示す図である。
【図６】本開示の様々な態様による、位置ベースの健康上の警告を提供することの別の例
を示す図である。
【図７】本開示の様々な態様による、位置ベースの健康上の警告を提供することの別の例
を示す図である。
【図８】本開示の様々な態様による、位置ベースの健康上の警告を提供するための例示的
なプロセスを示す図である。
【図９】本開示の様々な態様による、位置ベースの健康上の警告を提供するための別の例
示的なプロセスを示す図である。
【図１０】本開示の様々な態様による、位置ベースの健康上の警告を提供するための別の
例示的なプロセスを示す図である。
【図１１】本開示の様々な態様による、位置ベースの健康上の警告を提供するための別の
例示的なプロセスを示す図である。
【図１２】本開示の様々な態様による、位置ベースの健康上の警告を提供するための別の
例示的なプロセスを示す図である。
【図１３】本開示の様々な態様による、位置ベースの健康上の警告を提供するための別の
例示的なプロセスを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　添付の図面に関して以下に記載される発明を実施するための形態は、様々な構成を説明
するものであり、本明細書で説明される概念が実践されてもよい構成のみを表すものでは
ない。この発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的
な詳細を含む。しかしながら、これらの概念がこれらの具体的な詳細なしに実践されても
よいことが、当業者には明らかであろう。
【００１０】
　特定の食物を食べることまたは運動することのようないくつかの活動は、血圧、グルコ
ースレベル、インシュリンレベル、心拍数などのような、ユーザの生物学的指標に変化を
引き起こすことがある。ユーザは、その活動を行う前(たとえば、食事の前、運動の前な
ど)に、その活動がユーザの生物学的指標に対して及ぼす影響を認識していないことがあ
る。これはユーザの健康に対して悪影響を与える場合がある。いくつかの活動は、特定の
地理的位置にある場所と関連付けられてもよい。本明細書で説明される態様は、ユーザの
モバイルデバイスと関連付けられる地理的位置を使用して、その地理的位置またはその地
理的位置にある場所と関連付けられる予測的な健康上の警告をユーザに提供する。そのよ
うな健康上の警告は、ユーザによって(たとえば、モバイルデバイスを介して)提供される
入力、他のユーザによって提供される入力、ユーザまたは他のユーザの測定された生物学
的指標などの地理的位置または場所に関連して以前に受信されたデータに基づいて、決定
または特定されてもよい。このようにして、ユーザは、ユーザの健康に悪影響があるであ
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ろう活動の警告を受けることができ、そのような活動を避けることができる。
【００１１】
　図1は、本開示の様々な態様による、本明細書で説明される技法が実施されてもよい例
示的な環境100を示す図である。図1に示されるように、環境100は、モバイルデバイス110
と、全地球航法衛星システム(GNSS)衛星120のセットと、センサデバイス130と、基地局14
0と、サーバ150と、ネットワーク160とを含んでもよい。環境100のデバイスは、有線接続
、ワイヤレス接続、または有線接続とワイヤレス接続の組合せを介して相互接続してもよ
い。
【００１２】
　モバイルデバイス110は、健康情報、健康上の警告、位置情報、または他のタイプの情
報を、受信し、生成し、記憶し、処理し、および/または提供することが可能な1つまたは
複数のデバイスを含む。たとえば、モバイルデバイス110は、携帯電話(たとえば、スマー
トフォン、無線電話など)、ラップトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、ハン
ドヘルドコンピュータ、ゲームデバイス、ウェアラブル通信デバイス(たとえば、スマー
ト腕時計、スマートグラス、スマート衣服など)、または同様のタイプのデバイスなどの
通信デバイス(たとえば、ワイヤレス通信デバイス)を含んでもよい。いくつかの態様では
、モバイルデバイス110は、(たとえば、モバイルデバイス110の位置を決定するために)GN
SS衛星120と、(たとえば、ユーザの生物学的指標と関連付けられるセンサデータを受信す
るために)センサデバイス130と、(たとえば、エアインターフェースを介して)基地局140
と、および/またはサーバ150と通信してもよい。
【００１３】
　GNSS衛星120は、GNSSの一部を形成する1つまたは複数の衛星を含む。たとえば、GNSS衛
星120は、全地球測位システム(GPS)衛星、Global Orbiting Navigation Satellite Syste
m (GLONASS)衛星、Galileo衛星などを含んでもよい。GNSS衛星120は、モバイルデバイス1
10と通信して、モバイルデバイス110の地理的位置を決定するために使用される位置情報
を提供してもよい。
【００１４】
　センサデバイス130は、ユーザと関連付けられる生物学的指標を感知または測定するた
めに使用される1つまたは複数のデバイスを含む。たとえば、センサデバイス130は、心拍
数モニタ、血圧センサ、グルコースモニタ、心拍モニタ、加速度計、歩数計、ジャイロス
コープ、熱流束センサ、皮膚導電率センサ、温度センサ(たとえば、皮膚温センサ、気温
センサなど)、熱量モニタ、睡眠モニタ、運動センサ、水分センサ(たとえば、発汗センサ
)、(たとえば、酸素、二酸化炭素、乳酸塩、テストステロン、コルチゾール、グルコース
、グルカゴン、グリコーゲン、インシュリン、デンプン、遊離脂肪酸、トリグリセリド、
モノグリセリド、グリセロール、ピルビン酸、脂質、他の炭水化物、ケトン体、コリンを
測定するための)化学センサまたは化学化合物センサ、(たとえば、腹部からの音、げっぷ
、屁(passing gas)、バスルームからの音などを検出するための)マイクロフォンなどを含
んでもよい。いくつかの態様では、センサデバイス130は、環境パラメータなどの生物学
的指標以外のパラメータを測定または感知してもよい。いくつかの態様では、センサデバ
イス130は、モバイルデバイス110とは別個であることがあり、モバイルデバイス110と(た
とえば、有線接続またはワイヤレス接続を介して)通信してもよい。いくつかの態様では
、センサデバイス130はモバイルデバイス110に統合されてもよい。
【００１５】
　基地局140は、モバイルデバイス110に宛てられた、および/またはモバイルデバイス110
から受信された、オーディオ、ビデオ、テキスト、および/または他のトラフィックなど
のトラフィックを転送することが可能な1つまたは複数のデバイスを含む。いくつかの態
様では、基地局140は、long term evolution (LTE)ネットワークと関連付けられるevolve
d Node B(eNB)を含んでもよい。いくつかの態様では、基地局140は、LTE以外の無線アク
セス技術(RAT)と関連付けられてもよい。基地局140は、エアインターフェースを介して(
たとえば、無線波を使用して)モバイルデバイス110にトラフィックを送信し、および/ま
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たはモバイルデバイス110からトラフィックを受信してもよく、ネットワーク160へのアク
セスをモバイルデバイス110に提供してもよい。基地局140は、モバイルデバイス110とサ
ーバ150との間で(たとえば、ネットワーク160を介して)トラフィックを転送してもよい。
いくつかの態様では、基地局140は、マイクロセル、ピコセル、および/またはフェムトセ
ルの基地局などのスモールセル基地局を含んでもよい。
【００１６】
　サーバ150は、モバイルデバイス110と(たとえば、基地局140およびネットワーク160を
介して)通信することが可能な1つまたは複数のサーバデバイスを含む。たとえば、サーバ
150は、ホストサーバ、ウェブサーバ、データセンターの中のサーバ、クラウドコンピュ
ーティング環境の中のサーバなどを含んでもよい。いくつかの態様では、サーバ150は、
モバイルデバイス110と通信して健康上の警告を提供してもよい。加えて、または代わり
に、サーバ150は、健康上の警告を提供するのを助けるために、複数のユーザおよび/もし
くはモバイルデバイス110と関連付けられる健康情報を記憶するデータ構造(たとえば、デ
ータベース)をホストし、かつ/またはそれにアクセスしてもよい。加えて、または代わり
に、サーバ150は、健康上の警告を提供するのを助けるために、ユーザプロファイル情報
を記憶するデータ構造をホストし、かつ/またはそれにアクセスしてもよい。
【００１７】
　ネットワーク160は、1つまたは複数の有線ネットワークおよび/またはワイヤレスネッ
トワークを含む。たとえば、ネットワーク160は、セルラーネットワーク(たとえば、long
-term evolution (LTE)ネットワーク、3Gネットワーク、符号分割多元接続(CDMA)ネット
ワークなど)、パブリックランドモバイルネットワーク(PLMN)、ローカルエリアネットワ
ーク(LAN)、ワイドエリアネットワーク(WAN)、メトロポリタンエリアネットワーク(MAN)
、電話網(たとえば、公衆交換電話網(PSTN))、プライベートネットワーク、アドホックネ
ットワーク、イントラネット、インターネット、光ファイバーベースネットワーク、クラ
ウドコンピューティングネットワークなど、および/またはこれらもしくは他のタイプの
ネットワークの組合せを含んでもよい。
【００１８】
　図1に示されるデバイスおよびネットワークの数および配置は例として与えられる。実
際には、追加のデバイスおよび/もしくはネットワーク、より少数のデバイスおよび/もし
くはネットワーク、異なるデバイスおよび/もしくはネットワーク、または図1に示される
ものとは異なるように配置されたデバイスおよび/もしくはネットワークがあってもよい
。さらに、図1に示される2つ以上のデバイスが単一のデバイス内で実装されてもよく、ま
たは図1に示される単一のデバイスが複数の分散したデバイスとして実装されてもよい。
加えて、または代わりに、環境100のデバイスのセット(たとえば、1つまたは複数のデバ
イス)は、環境100のデバイスの別のセットによって実行されるものとして説明される1つ
または複数の機能を実行してもよい。
【００１９】
　図2は、本開示の様々な態様による、デバイス200の例示的なコンポーネントを示す図で
ある。いくつかの態様では、デバイス200はモバイルデバイス110に対応することがある。
加えて、または代わりに、デバイス200はセンサデバイス130に対応することがある。図2
に示されるように、デバイス200は、バス205、プロセッサ210、デジタルシグナルプロセ
ッサ(DSP)215、ワイヤレストランシーバ220、アンテナ225、運動/位置センサ230、バイオ
メトリックセンサ235、メモリ240、入力/出力コンポーネント245、GNSSレシーバ250、GNS
Sアンテナ255、またはこれらの任意の組合せを含んでもよい。
【００２０】
　バス205は、デバイス200の他のコンポーネントの間での通信を可能にする1つまたは複
数のコンポーネントを含む。たとえば、バス205は、内部バス、外部バス、パラレルバス
、シリアルバス、ワイヤ、光ファイバなどを含んでもよい。
【００２１】
　プロセッサ210は、命令を解釈および/もしくは実行することが可能な、ならびに/また



(10) JP 2019-526325 A 2019.9.19

10

20

30

40

50

は、本明細書で説明される1つまたは複数の技法を実行するようにプログラムされること
が可能な、1つまたは複数のプロセッサを含む。たとえば、プロセッサ210は、中央処理装
置(CPU)、グラフィクス処理装置(GPU)、accelerated processing unit (APU)、マイクロ
プロセッサ、マイクロコントローラ、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、特
定用途向け集積回路(ASIC)などを含んでもよい。プロセッサ210は、ハードウェア、ファ
ームウェア、またはハードウェアとソフトウェアの組合せで実装される。いくつかの態様
では、プロセッサ210は、位置情報(たとえば、GNSSレシーバ250から受信された)を処理し
て、デバイス200と関連付けられる位置を決定してもよい。本明細書の他の箇所でより詳
細に説明されるように、プロセッサ210は、この位置を使用して場所を決定し、および/ま
たはその位置もしくは場所と関連付けられる健康情報を特定してもよい。
【００２２】
　DSP215は1つまたは複数のデジタルシグナルプロセッサを含む。たとえば、DSP215は、
デジタル信号処理を実行するように設計された1つまたは複数のプロセッサ210を含んでも
よい。DSP215は、デバイス200の1つまたは複数の他のコンポーネント(たとえば、ワイヤ
レストランシーバ220、運動/位置センサ230、バイトメトリックセンサ235、GNSSレシーバ
250など)から受信された信号などの連続的な現実世界のアナログ信号を測定し、フィルタ
リングし、および/または圧縮してもよい。
【００２３】
　ワイヤレストランシーバ220は、デバイス200がワイヤレス接続などを介して他のデバイ
スと通信することを可能にする、トランシーバおよび/または別々のレシーバおよびトラ
ンスミッタを含む。ワイヤレストランシーバ220は、デバイス200が別のデバイスから情報
を受信することおよび/または別のデバイスに情報を提供することを可能にしてもよい。
たとえば、ワイヤレストランシーバ220は、高周波(RF)通信コンポーネント(たとえば、セ
ルラーモデム)、Wi-Fi通信コンポーネントなどを含んでもよい。
【００２４】
　アンテナ225は、エアインターフェースを介して(たとえば、無線波を使用して)情報を
送信または受信することが可能な1つまたは複数のアンテナを含む。たとえば、デバイス2
00(たとえば、モバイルデバイス110)は、アンテナ225を使用して基地局140と通信し、健
康上の警告と関連付けられる情報を受信および/または提供してもよい。加えて、または
代わりに、デバイス200(たとえば、モバイルデバイス110)は、アンテナ225を使用してセ
ンサデバイス130と通信し、デバイス200のユーザの1つまたは複数の生物学的指標と関連
付けられるセンサデータを受信してもよい。
【００２５】
　運動/位置センサ230は、運動および/または位置を測定することが可能な1つまたは複数
のデバイスを含む。たとえば、運動/位置センサ230は、加速度計、ジャイロスコープ、高
度計、運動センサ、歩行者自律航法(PDR:pedestrian dead reckoning)センサなどを含ん
でもよい。いくつかの態様では、運動/位置センサ230は、デバイス200の動きを測定する
ために使用されてもよい。このようにして、運動/位置センサ230は、デバイス200を携帯
しているユーザの動きを測定することが可能である。いくつかの態様では、運動/位置セ
ンサ230は、デバイス200が動いているか休止しているかを決定するために使用されてもよ
い。加えて、または代わりに、運動/位置センサ230は、デバイス200の運動の速さまたは
加速度を測定してもよい。この情報は、デバイス200のユーザによって実行されている活
動を決定するために使用されてもよい。
【００２６】
　バイトメトリックセンサ235は、デバイス200のユーザと関連付けられる生物学的指標を
感知または測定することが可能な1つまたは複数のバイトメトリックセンサを含む。たと
えば、バイオメトリックセンサ235は、センサデバイス130に関して上で説明された、心拍
数モニタ、血圧センサ、グルコースモニタ、心拍モニタ、加速度計、歩数計、ジャイロス
コープ、熱流束センサ、皮膚導電率センサ、温度センサ、熱量モニタ、睡眠モニタ、運動
センサ、水分センサ、化学センサまたは化学化合物センサなどを含んでもよい。
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【００２７】
　メモリ240は、ランダムアクセスメモリ(RAM)、読取り専用メモリ(ROM)、および/または
別のタイプの動的もしくは静的な記憶デバイス(たとえば、フラッシュメモリ、磁気メモ
リ、および/または光学メモリ)を含む。いくつかの態様では、メモリ240は、プロセッサ2
10による使用のために情報および/または命令を記憶してもよい。いくつかの態様では、
メモリ240は、プロセッサ210による実行のために命令を記憶する非一時的コンピュータ可
読媒体を含む。実行されると、命令は、プロセッサ210に、本明細書で説明される1つまた
は複数の動作を実行させてもよい。
【００２８】
　入力/出力コンポーネント245は、1つまたは複数の入力コンポーネントおよび/または1
つまたは複数の出力コンポーネントを含む。入力コンポーネントは、ユーザ入力などを介
してデバイス200が情報を受け取ることを可能にするコンポーネント(たとえば、タッチス
クリーンディスプレイ、キーボード、キーパッド、マウス、ボタン、スイッチ、および/
またはマイクロフォン)を含む。出力コンポーネントは、デバイス200からの出力情報を提
供するコンポーネント(たとえば、ディスプレイ、スピーカー、および/または1つまたは
複数の発光ダイオード(LED))を含む。たとえば、入力/出力コンポーネント245は、健康情
報と関連付けられるユーザ入力を受け取るために、および/または健康上の警告を出力す
るために使用されてもよい。
【００２９】
　GNSSレシーバ250は、デバイス200がGNSS衛星120から情報を受信することを可能にする
レシーバを含む。たとえば、GNSSレシーバ250は、GNSS衛星120のセットから位置情報を受
信してもよく、位置情報を処理して(たとえば、プロセッサ210を使用して)デバイス200の
地理的位置を決定してもよい。本明細書の他の箇所でより詳細に説明されるように、地理
的位置は、場所および/またはその位置もしくは場所と関連付けられる健康情報を決定す
るために使用されてもよい。
【００３０】
　GNSSアンテナ255は、エアインターフェースを介して(たとえば、無線波を使用して)GNS
S衛星120から情報を受信することが可能な1つまたは複数のアンテナを含む。
【００３１】
　いくつかの実装形態では、デバイス200は、図8のプロセス800、図12のプロセス1200、
および/または本明細書で説明される1つまたは複数の他のプロセスなどの本明細書で説明
される1つまたは複数のプロセスを実行するための手段および/または本明細書で説明され
るプロセスの1つまたは複数のステップを実行するための手段を含む。たとえば、本明細
書で説明されるプロセスおよび/またはステップを実行するための手段は、バス205、プロ
セッサ210、DSP215、ワイヤレストランシーバ220、アンテナ225、運動/位置センサ230、
バイオメトリックセンサ235、メモリ240、入力/出力コンポーネント245、GNSSレシーバ25
0、GNSSアンテナ255、またはこれらの任意の組合せを含んでもよい。
【００３２】
　図2に示されるコンポーネントの数および配置は例として与えられる。実際には、デバ
イス200は、追加のコンポーネント、より少数のコンポーネント、異なるコンポーネント
、または図2に示されるものとは異なるように配置されたコンポーネントを含んでもよい
。加えて、または代わりに、デバイス200のコンポーネントのセット(たとえば、1つまた
は複数のコンポーネント)は、デバイス200のコンポーネントの別のセットによって実行さ
れるものとして説明される1つまたは複数の機能を実行してもよい。
【００３３】
　図3は、本開示の様々な態様による、デバイス300の例示的なコンポーネントを示す図で
ある。デバイス300は、モバイルデバイス110、GNSS衛星120、センサデバイス130、基地局
140、および/またはサーバ150に対応することがある。いくつかの実装形態では、モバイ
ルデバイス110、GNSS衛星120、センサデバイス130、基地局140、および/またはサーバ150
は、1つまたは複数のデバイス300および/またはデバイス300の1つまたは複数のコンポー
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ネントを含んでもよい。図3に示されるように、デバイス300は、バス310、プロセッサ320
、メモリ330、記憶コンポーネント340、入力コンポーネント350、出力コンポーネント360
、通信インターフェース370、またはこれらの任意の組合せを含んでもよい。
【００３４】
　バス310は、デバイス300の他のコンポーネントの間での通信を可能にする1つまたは複
数のコンポーネントを含む。
【００３５】
　プロセッサ320は、CPU、GPU、APU、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、FPGA
、ASICなどの命令を解釈および/もしくは実行することが可能な、ならびに/または、本明
細書で説明される1つまたは複数の技法を実行するようにプログラムされることが可能な
、1つまたは複数のプロセッサを含む。プロセッサ320は、ハードウェア、ファームウェア
、またはハードウェアとソフトウェアの組合せで実装される。
【００３６】
　メモリ330は、プロセッサ320による使用のために情報および/または命令を記憶する、R
AM、ROM、および/または別のタイプの動的もしくは静的な記憶デバイス(たとえば、フラ
ッシュメモリ、磁気メモリ、および/または光学メモリ)を含む。
【００３７】
　記憶コンポーネント340は、デバイス300の動作および使用に関する情報および/または
ソフトウェアを記憶する。たとえば、記憶コンポーネント340は、ハードディスク(たとえ
ば、磁気ディスク、光学ディスク、磁気光学ディスク、および/またはソリッドステート
ディスク)、コンパクトディスク(CD)、デジタル多用途ディスク(DVD)、フロッピーディス
ク、カートリッジ、磁気テープ、および/または別のタイプの非一時的コンピュータ可読
媒体を、対応するドライブとともに含んでもよい。いくつかの態様では、メモリ330およ
び/または記憶コンポーネント340は、健康情報を記憶するデータ構造、ユーザプロファイ
ル情報を記憶するデータ構造、場所および/または位置情報を記憶するデータ構造などの
本明細書で説明される1つまたは複数のデータ構造(たとえば、データベース)を記憶して
もよい。いくつかの態様では、これらのデータ構造は不揮発性メモリ(たとえば、ハード
ドライブ、フラッシュドライブなど)に記憶されてもよい。
【００３８】
　入力コンポーネント350は、ユーザ入力などを介してデバイス300が情報を受け取ること
を可能にするコンポーネント(たとえば、タッチスクリーンディスプレイ、キーボード、
キーパッド、マウス、ボタン、スイッチ、および/またはマイクロフォン)を含む。加えて
、または代わりに、入力コンポーネント350は、情報を感知するためのセンサ(たとえば、
全地球測位システム(GPS)コンポーネント、加速度計、ジャイロスコープ、および/または
アクチュエータ)を含んでもよい。
【００３９】
　出力コンポーネント360は、デバイス300からの出力情報を提供するコンポーネント(た
とえば、ディスプレイ、スピーカー、および/または1つまたは複数の発光ダイオード(LED
))を含む。
【００４０】
　デバイス300は、本明細書で説明された1つまたは複数のプロセスを実行してもよい。デ
バイス300は、メモリ330および/または記憶コンポーネント340などの非一時的コンピュー
タ可読媒体によって記憶されたソフトウェア命令をプロセッサ320が実行したことに応答
して、これらのプロセスを実行してもよい。コンピュータ可読媒体は、本明細書では非一
時的メモリデバイスとして定義される。メモリデバイスは、単一の物理記憶デバイス内の
メモリ空間、または複数の物理記憶デバイスにわたって分散したメモリ区間を含む。
【００４１】
　ソフトウェア命令は、通信インターフェース370を介して別のコンピュータ可読媒体ま
たは別のデバイスから、メモリ330および/または記憶コンポーネント340の中に読み取ら
れてもよい。実行されると、メモリ330および/または記憶コンポーネント340に記憶され
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るソフトウェア命令は、プロセッサ320に本明細書で説明される1つまたは複数のプロセス
を実行させてもよい。加えて、または代わりに、本明細書で説明された1つまたは複数の
プロセスを実行するために、ソフトウェア命令の代わりに、またはソフトウェア命令と組
み合わせて、ハードワイヤード回路が使用されてもよい。したがって、本明細書で説明さ
れた実装形態は、ハードウェア回路とソフトウェアのいかなる特定の組合せにも限定され
ない。
【００４２】
　いくつかの実装形態では、デバイス300は、図9のプロセス900、図10のプロセス1000、
図11のプロセス1100、図13のプロセス1300、および/または本明細書で説明される1つまた
は複数の他のプロセスなどの本明細書で説明される1つまたは複数のプロセスを実行する
ための手段および/または本明細書で説明されるプロセスの1つまたは複数のステップを実
行するための手段を含む。たとえば、本明細書で説明されるプロセスおよび/またはステ
ップを実行するための手段は、バス310、プロセッサ320、メモリ330、記憶コンポーネン
ト340、入力コンポーネント350、出力コンポーネント360、通信インターフェース370、ま
たはこれらの任意の組合せを含んでもよい。
【００４３】
　図3に示されるコンポーネントの数および配置は例として与えられる。実際には、デバ
イス300は、追加のコンポーネント、より少数のコンポーネント、異なるコンポーネント
、または図3に示されるものとは異なるように配置されたコンポーネントを含んでもよい
。加えて、または代わりに、デバイス300のコンポーネントのセット(たとえば、1つまた
は複数のコンポーネント)は、デバイス300のコンポーネントの別のセットによって実行さ
れるものとして説明される1つまたは複数の機能を実行してもよい。
【００４４】
　図4は、本開示の様々な態様による、位置ベースの健康上の警告を提供することの例400
を示す図である。図4は、データベースに健康情報を入れ、健康情報を位置および/または
場所と関連付けることの例を示す。このようにして、(たとえば、モバイルデバイス110が
位置および/または場所に位置しているときに、)健康上の警告は位置および/または場所
に関連して提供されてもよい。
【００４５】
　図4において、かつ参照番号410によって示されるように、モバイルデバイス110はセン
サデバイス130からセンサデータを受信してもよい。センサデータは、ユーザと関連付け
られる生物学的指標などのセンサデバイス130によって測定または感知されるデータを含
んでもよい。生物学的指標はユーザの健康に関することがある。たとえば、生物学的指標
は、ユーザの心拍数、ユーザの血圧、ユーザのグルコースレベル(たとえば、血糖レベル)
、ユーザの心拍、ユーザの動き(たとえば、動きの速さ、動きの向きなど)、ユーザの歩数
、ユーザと関連付けられる熱流束測定値、ユーザと関連付けられる皮膚導電率測定値、ユ
ーザと関連付けられる温度(たとえば、血温、皮膚温、環境温度など)、ユーザと関連付け
られる熱量測定値(たとえば、燃焼された熱量)、ユーザと関連付けられる睡眠測定値(た
とえば、睡眠時間の長さ、ユーザの動きに基づく睡眠品質測定値など)、ユーザと関連付
けられる水分測定値(たとえば、皮膚発汗の測定値、湿度測定値など)、ユーザと関連付け
られる化学レベルの測定値などを示してもよい。
【００４６】
　図4では、センサデバイス130がユーザの血圧を測定する血圧モニタを含むと仮定する。
モバイルデバイス110は、センサデバイス130から(たとえば、定期的に)1つまたは複数の
血圧測定値を受け取ってもよい。参照番号420によって示されるように、モバイルデバイ
ス110は、センサデータ(たとえば、血圧測定値)が閾値を満たす(たとえば、ユーザの血圧
測定値が閾値を満たす、ユーザの血圧が閾値を満たす量だけ上昇または低下した、ユーザ
の血圧測定値のセットが、特定の長さの時間、または特定の回数の血圧測定に対して閾値
を満たす、ユーザの血圧が、ある期間にわたって測定された基準値などのある基準値に対
して閾値の量だけ変化したなど)と判定してもよく、この判定に基づいて、モバイルデバ
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イス110と関連付けられる位置または場所を決定してもよい。たとえば、モバイルデバイ
ス110は、複数のGNSS衛星120と通信してモバイルデバイス110の位置を決定してもよい。
加えて、または代わりに、モバイルデバイス110は、位置を使用して、(たとえば、データ
構造に記憶された情報に基づいて)位置と関連付けられる場所を特定してもよい。いくつ
かの態様では、モバイルデバイス110は、場所と関連付けられるアクセスポイント(たとえ
ば、Wi-Fiアクセスポイント)を検出したことに基づいて場所を特定してもよい。
【００４７】
　参照番号430によって示されるように、モバイルデバイス110は、測定された生物学的指
標が閾値を満たすと判定したことに基づいて、ユーザ入力を要求して受信してもよい。た
とえば、モバイルデバイス110は、ユーザの血圧が上140下90水銀柱ミリメートル(mmHg)以
上であると判定したことに基づいて、ユーザ入力を要求してもよい。いくつかの態様では
、閾値は絶対的な閾値(たとえば、140、90など)であってもよい。いくつかの態様では、
閾値は、ユーザに対する基準値と比較した相対的な閾値であってもよい。たとえば、ユー
ザは上110下60という基準血圧を有することがあり、これは、ユーザ入力、ある期間にわ
たってユーザの血圧を測定したことなどに基づいて決定されてもよい。この場合、閾値は
、たとえば20ポイントの血圧の上昇、すなわち上130下80に基づいてもよい。示されるよ
うに、モバイルデバイス110は、測定された生物学的指標の指示を表示のために提供する
ことによって、測定された生物学的指標に関してユーザに警告してもよい。加えて、また
は代わりに、モバイルデバイス110は、(たとえば、「Joeのレストラン」として示される)
ユーザが位置しているユーザの位置もしくは場所の確認、および/または「スープが塩辛
い」として示される自由形式の入力(たとえば、テキスト入力)などのユーザ入力を取得す
るためのユーザインターフェースを提供してもよい。いくつかの態様では、ユーザがモバ
イルデバイス110と対話して、生物学的指標が閾値を満たすことをモバイルデバイス110が
最初に検出することなくユーザ入力を提供してもよい。
【００４８】
　参照番号440によって示されるように、モバイルデバイス110は、ユーザ入力、測定され
た生物学的指標を特定する情報、モバイルデバイス110の位置を特定する情報、および/ま
たは位置と関連付けられる決定された場所を特定する情報を基地局140およびネットワー
ク160を介してサーバデバイス150に提供してもよい。いくつかの態様では、モバイルデバ
イス110は、位置を特定する情報を提供してもよく、サーバ150は、(たとえば、データ構
造に記憶されている情報に基づいて)位置と関連付けられる場所を特定してもよい。
【００４９】
　参照番号450によって示されるように、サーバ150は、位置情報(たとえば、GPS座標、マ
ップタイルのセット、ジオフェンスなどを使用することなどによって、モバイルデバイス
110の位置を特定する情報)、場所情報(たとえば、位置と関連付けられる場所を特定する
情報)、および健康情報を1つまたは複数のデータベースまたは他のデータ構造に入れても
よい。健康情報は、測定された生物学的指標(たとえば、示されるように、測定された血
圧)および/またはユーザ入力(たとえば、「スープが塩辛い」)を含んでもよい。サーバ15
0は、データベースの中の位置、場所、および/または健康情報を関連付けてもよい。
【００５０】
　このようにして、サーバ150は、位置および/または場所と関連付けられる健康情報を記
憶するデータベースを埋めてもよい。サーバ150は健康情報をデータベースに入れてもよ
く、健康情報は、モバイルデバイス110(たとえば、示されるモバイルデバイス110または
他のモバイルデバイス110)が位置および/または場所に位置しているとき、健康上の警告
をそれらのモバイルデバイス110に提供するために使用されてもよい。このようにして、
モバイルデバイス110のユーザは位置または場所と関連付けられる予測的な健康上の警告
を受け取ることができるので、ユーザはそれらの位置または場所においてインテリジェン
トな健康関連の決定を行うことができる。さらに、情報に対するユーザの探索に基づいて
コンピューティングリソースを消費するのではなく、健康上の警告を積極的に提供するこ
とによって、コンピューティングリソースを節約してもよい。
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【００５１】
　上で示されたように、図4は例として与えられる。他の例が可能であり、図4に関して説
明されたことと異なることがある。
【００５２】
　図5は、本開示の様々な態様による、位置ベースの健康上の警告を提供することの別の
例500を示す図である。図5は、位置または場所と関連付けられる健康情報を、その位置ま
たは場所に関連して以前に受信されたデータに基づいて特定することの例を示す。図5は
さらに、健康情報に基づいて健康上の警告を提供することを示す。
【００５３】
　図5において、かつ参照番号510によって示されるように、モバイルデバイス110がモバ
イルデバイス110の位置を決定すると仮定する。たとえば、モバイルデバイス110は、複数
のGNSS衛星120と通信してモバイルデバイス110の位置を決定してもよい。いくつかの態様
では、モバイルデバイス110は、位置を使用して、(たとえば、データ構造に記憶されてい
る情報に基づいて)位置と関連付けられる場所を特定してもよい。
【００５４】
　参照番号520によって示されるように、モバイルデバイス110は、位置を特定する情報を
サーバ150に(たとえば、基地局140およびネットワーク160を介して)提供してもよい。モ
バイルデバイス110が位置と関連付けられる場所を決定するときなどのいくつかの態様で
は、モバイルデバイス110は、場所を特定する情報をサーバ150に(たとえば、基地局140お
よびネットワーク160を介して)提供してもよい。いくつかの態様では、サーバ150は位置
に基づいて場所を決定してもよい。
【００５５】
　参照番号530によって示されるように、サーバ150は、位置に基づいて場所を決定しても
よく、位置および/または場所に基づいて健康情報を特定してもよい。たとえば、サーバ1
50は、位置および/または場所に関連して健康情報を記憶するデータベースにおいてルッ
クアップを実行することによって、健康情報を特定してもよい。
【００５６】
　図5では、モバイルデバイス110が、「Joeのレストラン」の場所に対応するGPS座標であ
る北緯40.712784度および西経77.005941度によって特定される位置に位置すると仮定する
。この位置および/または場所を使用して、サーバ150は、位置および/または場所に関連
して以前に受信されたデータを特定する。たとえば、サーバ150は、「スープが塩辛い」
ことを示す以前に受信されたユーザ入力に基づいて、およびモバイルデバイス110がその
位置および/または場所に位置していた間の上140下90mmHgという測定された血圧、(たと
えば、上120下70から上140下90mmHgへの)ユーザの血圧の測定された上昇、ユーザの血圧
の上昇率などのその場所に関連して受信された以前に測定された生物学的指標にさらに基
づいて健康情報を特定してもよい。
【００５７】
　参照番号540によって示されるように、サーバ150は健康上の警告をモバイルデバイス11
0に提供してもよい。健康上の警告は健康情報に基づいてもよい。たとえば、健康上の警
告は、ユーザ入力の少なくとも一部分を含むことがあり、測定された生物学的指標を含ん
でもよく、または健康情報を含んでもよい。
【００５８】
　参照番号550によって示されるように、モバイルデバイス110は健康上の警告を(たとえ
ば、モバイルデバイス110のディスプレイに)出力してもよい。たとえば、モバイルデバイ
ス110によって表示される健康上の警告は、Joeのレストランへの以前の訪問の際に、スー
プが塩辛いことをユーザが示したことと、センサデバイス130がユーザについて上140下90
mmHgという血圧を測定したこととを示す。別の例として、健康上の警告は、(たとえば、
上120下70から上140下90mmHgへの)ユーザの血圧の測定された上昇、ユーザの血圧の上昇
率などを示してもよい。
【００５９】
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　このようにして、モバイルデバイス110のユーザは予測的な健康上の警告を与えられる
ことがあるので、ユーザは健康的な決定を行うことができる。たとえば、ユーザは、不健
康な食物(たとえば、塩辛いスープ)を食べるのを避けることができ、健康上の理由で特定
の場所(たとえば、Joeのレストラン)を避けることができ、ある場所に訪問すること、ま
たはその場所における活動(たとえば、飲食、運動など)に参加することなどの前に、薬(
たとえば、血圧の薬)を服用することができる。
【００６０】
　上で示されたように、図5は例として与えられる。他の例が可能であり、図5に関して説
明されたことと異なることがある。
【００６１】
　図6は、本開示の様々な態様による、位置ベースの健康上の警告を提供することの別の
例600を示す図である。図6は、複数のモバイルデバイス110から受信されたユーザ入力(た
とえば、テキスト入力、測定された生物学的指標など)に基づいて健康情報をデータベー
スに入れ、健康情報を位置および/または場所と関連付けることの例を示す。このように
して、(たとえば、モバイルデバイス110が位置および/または場所に位置しているときに
、)クラウドソーシングされた健康上の警告が位置および/または場所に関連して提供され
てもよい。
【００６２】
　図6において、かつ参照番号610によって示されるように、モバイルデバイス110はセン
サデバイス110の位置および/または場所を決定してもよい。たとえば、モバイルデバイス
110は、複数のGNSS衛星120と通信してモバイルデバイス110の位置を決定してもよい。い
くつかの態様では、モバイルデバイス110は、位置を使用して、(たとえば、データ構造に
記憶されている情報に基づいて)位置と関連付けられる場所を特定してもよい。
【００６３】
　参照番号620によって示されるように、モバイルデバイス110は、(たとえば、絶対的な
閾値または相対的な閾値などの閾値を生物学的指標が満たすことに基づいて)その位置と
関連付けられるユーザ入力を要求し受信してもよい。たとえば、モバイルデバイス110は
、ユーザのインシュリンレベルが急上昇した(たとえば、閾値の量上昇した、閾値を満た
すレベルまで上昇したなど)と判定したことに基づいて、ユーザ入力を要求してもよい。
示されるように、モバイルデバイス110は、測定された生物学的指標の指示を表示のため
に提供することによって、測定された生物学的指標に関してユーザに警告してもよい。加
えて、または代わりに、モバイルデバイス110は、(たとえば、ブルーベリーマフィンを食
べているものとして示される)ユーザが実行している活動を特定する情報などのユーザ入
力を取得するためのユーザインターフェースを提供してもよい。
【００６４】
　参照番号630によって示されるように、モバイルデバイス110は、ユーザ入力、測定され
た生物学的指標を特定する情報、モバイルデバイス110の位置を特定する情報、および/ま
たは位置と関連付けられる決定された場所を特定する情報を、基地局140およびネットワ
ーク160を介してサーバデバイス150に提供してもよい。いくつかの態様では、モバイルデ
バイス110は、位置を特定する情報を提供してもよく、サーバ150は、(たとえば、データ
構造に記憶されている情報に基づいて)位置と関連付けられる場所を特定してもよい。
【００６５】
　示されるように、サーバ150は、複数のユーザと関連付けられる複数のモバイルデバイ
ス110からこの情報を受信してもよい。たとえば、サーバ150は、ある期間にわたって情報
を受信してもよい。いくつかの態様では、サーバ150は、モバイルデバイス110と関連付け
られるユーザプロファイル情報を決定してもよい。ユーザプロファイル情報は、モバイル
デバイス110のユーザの健康状態(たとえば、糖尿病、アレルギー、高血圧、ユーザにより
服用されている1つまたは複数の薬など)、ユーザと関連付けられる健康上の選好および/
または活動の選好(たとえば、ユーザが好む食べ物または飲み物のタイプ、ユーザが好き
な調理の方式、ユーザが好む運動のタイプなど)などを示してもよい。
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【００６６】
　参照番号640によって示されるように、サーバ150は、位置情報(たとえば、GPS座標また
は他の座標を使用することなどによって、モバイルデバイス110の位置を特定する情報)、
場所情報(たとえば、位置と関連付けられる場所を特定する情報)、および健康情報を、1
つまたは複数のデータベースまたは他のデータ構造に入れてもよい。健康情報は、測定さ
れた生物学的指標(たとえば、測定されたインシュリンレベル)および/またはユーザ入力(
たとえば、「ブルーベリーマフィン」)を含んでもよい。サーバ150は、データベースの中
の位置、場所、および/または健康情報を関連付けてもよい。
【００６７】
　いくつかの態様では、サーバ150は、健康情報をユーザプロファイル情報と関連付けて
もよい。たとえば、一部の健康情報は特定の健康状態にあるユーザだけに適用されること
がある。この場合、サーバ150は、健康状態を特定する情報または他のユーザプロファイ
ル情報を健康情報に関連して記憶してもよい。たとえば、サーバ150は、示されるように
、糖尿病患者であるユーザがJoeのレストランにおいてブルーベリーマフィンを避けるべ
きであるという指示を記憶してもよい。このことは、すべてのユーザではなく特定のユー
ザプロファイル情報を有するユーザだけに関連して健康情報を記憶することで、メモリリ
ソースを節約することがある。
【００６８】
　このようにして、サーバ150は、位置および/または場所と関連付けられる健康情報を記
憶するデータベースを埋めてもよい。サーバ150は、複数のユーザと関連付けられる複数
のモバイルデバイス110から受信された健康情報をデータベースに入れてもよい。この健
康情報は、モバイルデバイス110(たとえば、示されるモバイルデバイス110または他のモ
バイルデバイス110)が位置および/または場所に位置しているとき、健康上の警告をそれ
らのモバイルデバイス110に提供するために使用されてもよい。このようにして、モバイ
ルデバイス110のユーザは、位置または場所と関連付けられる予測的な健康上の警告を、
ユーザがその位置または場所を以前に訪問したことがない場合であっても(たとえば、そ
のユーザと共通のユーザプロファイル情報を有する他のユーザなどの他のユーザと関連付
けられる健康情報に基づいて)受け取ってもよい。いくつかの態様では、サーバ150は、健
康上の警告がユーザに適用可能であるときなどに、健康上の警告を選択的に提供してもよ
く、これにより、ユーザに適用可能ではない健康上の警告の送信を防ぐことによってコン
ピューティングリソースおよびネットワークリソースを節約する。
【００６９】
　上で示されたように、図6は例として与えられる。他の例が可能であり、図6に関して説
明されたことと異なることがある。
【００７０】
　図7は、本開示の様々な態様による、位置ベースの健康上の警告を提供することの別の
例700を示す図である。図7は、位置および/または場所と関連付けられる推奨される健康
上のオプションを決定すること、および推奨される健康上のオプションを健康上の警告と
してモバイルデバイス110に提供することの例を示す。いくつかの態様では、推奨される
健康上のオプションは、ユーザプロファイル情報に基づいて決定されてもよい。
【００７１】
　図7に示されるように、モバイルデバイス110は、ユーザがレストランで座っていると判
定してもよい。いくつかの態様では、モバイルデバイス110は、位置情報(たとえば、GNSS
衛星120から受信される)を使用して、モバイルデバイス110がレストランに位置している
と判定してもよい。加えて、または代わりに、モバイルデバイス110は、ユーザが動いて
いないことを示す運動/位置センサ230などの1つまたは複数のセンサを使用して、ユーザ
が座っていると判定してもよい。
【００７２】
　参照番号720によって示されるように、モバイルデバイス110は、サーバ150からの、レ
ストランと関連付けられる健康上のオプションを要求してもよい。たとえば、モバイルデ
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バイス110は、ユーザがレストランに座っていると判定したことに基づいて、健康上のオ
プションを要求してもよい。加えて、または代わりに、モバイルデバイス110は、(たとえ
ば、ユーザインターフェースを介して)ユーザから受け取られた入力に基づいて健康上の
オプションを要求してもよい。
【００７３】
　参照番号730によって示されるように、サーバ150は要求に基づいて1つまたは複数の健
康上のオプションを決定してもよい。たとえば、健康上のオプションは、摂るべき食べ物
(または飲み物)のタイプ、避けるべき食べ物(または飲み物)のタイプ、(たとえば、モバ
イルデバイス110の位置または場所に基づいて決定されるメニュー情報に基づく)食べるま
たは避けるべき特定のメニュー品目、実行すべき運動のタイプ、避けるべき運動のタイプ
、実行すべき活動のタイプ、避けるべき活動のタイプなどを示してもよい。
【００７４】
　いくつかの態様では、サーバ150は、場所に関連して以前に受信されたデータに基づい
て健康上のオプションを決定してもよい。たとえば、ユーザは、ユーザが好んだまたは好
まなかった食べ物を示してもよく、サーバ150は、その食べ物または類似する食べ物を(た
とえば、食べ物の特性に基づいて)推奨してもよい。加えて、または代わりに、サーバ150
は、モバイルデバイス110のユーザと関連付けられるユーザプロファイル情報に基づいて
、健康上のオプションを決定してもよい。
【００７５】
　ある例として、示されるように、ユーザがピーナッツに対してアレルギーがあること、
血圧が高いこと、辛い食べ物が好きであること、糖尿病患者であることを、ユーザプロフ
ァイル情報が示すと仮定する。さらに示されるように、サーバ150は、(たとえば、Joeの
レストランとして示される)モバイルデバイス110が位置している場所と関連付けられるメ
ニュー品目の特性を示すメニュー情報を記憶してもよい。たとえば、メニュー情報は、メ
ニュー品目がピーナッツまたは別のタイプの材料を含んでいるかどうか、メニュー品目が
塩辛いかまたは別の特性を有するかどうか、メニュー品目が辛いかまたは別の味の特性を
有するかどうか、以前にメニュー品目により生物学的指標が閾値を満たしたかどうか(た
とえば、インシュリンの急上昇、血圧の上昇など)などを示してもよい。
【００７６】
　参照番号740によって示されるように、サーバ150は推奨される健康上のオプションをモ
バイルデバイス110に提供してもよい。参照番号750によって示されるように、モバイルデ
バイス110は推奨される健康上のオプションを(たとえば、ユーザインターフェースを介し
て)出力してもよい。たとえば、示されるように、健康上のオプションは、Joeのレストラ
ンにおいて、(たとえば、ジャークチキンは辛く、ピーナッツを含まず、塩辛くなく、イ
ンシュリンの急上昇を引き起こさないので)ユーザがジャークチキンを試すべきであるこ
とを示す。さらに、健康上のオプションは、(たとえば、ピーナッツカレーはピーナッツ
を含むので)ユーザがピーナッツカレーを避けるべきであること、(たとえば、スープは塩
辛いので)スープを避けるべきであること、およびブ(たとえば、ブルーベリーマフィンが
1人または複数の他のユーザでインシュリンの急上昇を引き起こしたので)ルーベリーマフ
ィンを避けるべきであることを示す。
【００７７】
　いくつかの態様では、健康上のオプションは、最も好ましいものから最も好ましくない
ものへと、または何らかの他の方式でランク付けされてもよい。いくつかの態様では、健
康上のオプションは、健康上のオプションと関連付けられる健康上のリスクのレベルに関
連して表示されてもよい(たとえば、アレルギー反応を引き起こすことがあるメニュー品
目は高いリスクと関連付けられてもよいが、塩辛いメニュー品目は低いリスクと関連付け
られてもよい)。加えて、または代わりに、健康上のオプション(たとえば、メニュー品目
)は、カロリー量、糖分、塩分などに関連して提供されてもよい。
【００７８】
　いくつかの態様では、モバイルデバイス110による健康上のオプションまたは別の健康
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上の警告の表示は、モバイルデバイス110が特定の位置にあること、特定の場所に入るこ
と、特定の活動の実行を検出することなどに基づいてトリガされてもよい。いくつかの態
様では、モバイルデバイス110は振動してもよく、またはそうでなければ健康上の警告が
受信されたことの指示を提供してもよい。いくつかの態様では、健康上の警告は、健康ア
プリケーションがインストールされること、および/またはモバイルデバイス110上で実行
していることに基づいて提供されてもよい。
【００７９】
　このようにして、モバイルデバイス110のユーザは予測的な健康上の警告を与えられる
ことがあるので、ユーザは健康的な決定を行うことができる。たとえば、ユーザは、不健
康なメニュー品目またはユーザの健康に悪影響があるであろうメニュー品目(たとえば、
塩辛いスープまたはインシュリンの急上昇を引き起こしたブルーベリーマフィン)を避け
ることができ、ユーザがアレルギーを持っているメニュー品目(たとえば、ピーナッツカ
レー)を避けることができ、ユーザが好む可能性が高いメニュー品目(たとえば、ジャーク
チキン)を試すことができる。
【００８０】
　上で示されたように、図7は例として与えられる。他の例が可能であり、図7に関して説
明されたことと異なることがある。
【００８１】
　図8は、本開示の様々な態様による、位置ベースの健康上の警告を提供するための例示
的なプロセス800を示す図である。いくつかの実装形態では、図8の1つまたは複数の処理
ブロックはモバイルデバイス110によって実行されてもよい。いくつかの実装形態では、
図8の1つまたは複数の処理ブロックは、センサデバイス130および/またはサーバ150など
の、モバイルデバイス110とは別個のまたはモバイルデバイス110を含む、別のデバイスま
たはデバイスのグループによって実行されてもよい。
【００８２】
　図8に示されるように、プロセス800はセンサデータを受信するステップを含んでもよい
(ブロック810)。たとえば、モバイルデバイス110はセンサデータを受信してもよい。いく
つかの態様では、モバイルデバイス110は、モバイルデバイス110のバイオメトリックセン
サ235を使用してセンサデータを測定してもよい。加えて、または代わりに、モバイルデ
バイス110は、センサデバイス130からセンサデータを受信してもよい。本明細書の他の箇
所で説明されるように、センサデータは、モバイルデバイス110のユーザの測定された生
物学的指標を含んでもよい。いくつかの態様では、センサデータは、処理されたセンサデ
ータ(たとえば、センサデバイス130および/またはモバイルデバイス110によって処理され
た生のセンサデータ)を含んでもよい。
【００８３】
　いくつかの態様では、サーバ150はセンサデータを受信してもよい。たとえば、サーバ1
50はモバイルデバイス110からセンサデータを受信してもよい。加えて、または代わりに
、サーバ150は、センサデバイス130(たとえば、基地局140と通信するセンサデバイス)か
らセンサデータを受信してもよい。サーバ150がセンサデバイス130からセンサデータを受
信するとき、サーバ150は、センサデバイス130と関連付けられるモバイルデバイス110を(
たとえば、センサデバイス130と関連付けられるモバイルデバイス110を特定するモバイル
デバイス識別子に基づいて)決定してもよい。いくつかの態様では、サーバ150はモバイル
デバイス110にセンサデータを提供してもよい。
【００８４】
　図8にさらに示されるように、プロセス800は、センサデータに基づいて、生物学的指標
が閾値を満たすことを決定するステップを含んでもよい(ブロック820)。たとえば、モバ
イルデバイス110は、センサデータによって表される生物学的指標が閾値(たとえば、絶対
的な閾値または相対的な閾値)を満たすと判定してもよい。いくつかの態様では、モバイ
ルデバイス110は、1つまたは複数の生物学的指標に対応する1つまたは複数の閾値を記憶
してもよい。いくつかの態様では、閾値はモバイルデバイス110のユーザによって入力さ
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れてもよい。いくつかの態様では、閾値はデフォルトの閾値に基づいて決定されてもよい
。いくつかの態様では、生物学的指標は、2つ以上の閾値(たとえば、下側の閾値、上側の
閾値など)と関連付けられてもよい。モバイルデバイス110は、測定された生物学的指標が
閾値を満たすかどうか(たとえば、閾値より高い、閾値以上である、閾値に等しい、閾値
以下である、閾値未満であるなど)を決定するために、測定された生物学的指標を閾値と
比較してもよい。いくつかの態様では、モバイルデバイス110は、生物学的指標がある特
定の時間の長さよりも長く閾値を満たすかどうか、ある特定の量の連続する生物学的指標
が閾値を満たすかどうかなどを決定してもよい。
【００８５】
　いくつかの態様では、サーバ150は、生物学的指標が閾値を満たすことを(たとえば、上
で説明されたのと同様の方式で)決定してもよい。たとえば、サーバ150は、モバイルデバ
イス110からセンサデータを受信してもよく、生物学的指標(たとえば、センサデータに含
まれる)が閾値を満たすと判定してもよい。いくつかの態様では、サーバ150は、生物学的
指標が閾値を満たすことを示す情報をモバイルデバイス110に提供してもよい。
【００８６】
　図8にさらに示されるように、プロセス800は、生物学的指標が閾値を満たすと判定した
ことに基づいて、ユーザ入力を要求して受信するステップを含んでもよい(ブロック830)
。たとえば、モバイルデバイス110は、生物学的指標が閾値を満たすと判定したことに基
づいて、ユーザ入力を要求してもよい。いくつかの態様では、モバイルデバイス110は、
モバイルデバイス110のディスプレイおよび/またはユーザインターフェースを介して、ユ
ーザ入力をユーザに促してもよい。たとえば、モバイルデバイス110は、ユーザインター
フェースを表示し、ユーザによって実行されている活動、ユーザが位置している場所など
をユーザが示すための入力機構を提供してもよい。いくつかの態様では、モバイルデバイ
ス110は、測定された生物学的指標の指示を表示のために提供してもよい。ユーザはユー
ザ入力を提供するためにモバイルデバイス110と対話してもよく、モバイルデバイス110は
ユーザ対話に基づいてユーザ入力を受け取ってもよい。加えて、または代わりに、モバイ
ルデバイス110は、生物学的指標が閾値を満たすことをユーザに警告するために健康上の
警告を出力してもよく、生物学的指標が閾値を満たす原因となった関連する活動を変更ま
たは停止するようにユーザに推奨してもよい。
【００８７】
　いくつかの態様では、サーバ150は、生物学的指標が閾値を満たすと判定したことに基
づいて、ユーザ入力を要求し受信してもよい。たとえば、サーバ150は、生物学的指標が
閾値を満たすと判定してもよく、ユーザ入力を要求するメッセージをモバイルデバイス11
0に提供してもよい。モバイルデバイス110は、ユーザ入力(たとえば、上で説明されたよ
うな)を取得してもよく、ユーザ入力をサーバ150に提供してもよい。加えて、または代わ
りに、モバイルデバイス110は、上で説明されたように、生物学的指標が閾値を満たすこ
とをユーザに警告するために、健康上の警告を出力してもよい。
【００８８】
　ある例として、血圧の警告の場合、モバイルデバイス110は、血圧の警告の原因が活動(
たとえば、運動による一時的な上昇)に関するか、または摂取された物質に関するかを決
定するために、ユーザ入力を要求および/または受信してもよい。血圧の警告が活動によ
って引き起こされた場合、モバイルデバイス110は、活動を遅くするように、または止め
るようにユーザに助言するための出力を提供してもよく、かつ/または、血圧の警告と関
連付けられるものとしてその活動にフラグを付けてもよい。いくつかの態様では、モバイ
ルデバイス110は、PDRまたは他のセンサ測定値などのセンサデータを追跡してもよく、ユ
ーザがある速さを超えるランニングを行うこと、ウェイトリフティングを行うことなどの
活動に関する予測される血圧の警告などの未来の事象を予測するためにそのようなセンサ
データを使用してもよい。血圧の警告が摂取された物質によって引きこされた場合、モバ
イルデバイス110は、健康問題を引き起こしているものが何であっても、食べるのを止め
るようにユーザに注意するための健康上の警告を直ちに提供してもよい。加えて、または
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代わりに、モバイルデバイス110は、問題を引き起こしている品目をユーザがメニュー上
で特定することを可能にするためのメニューを出力してもよい。
【００８９】
　このようにして、ユーザが場所に戻るとき、モバイルデバイス110は、健康問題を引き
起こす品目と関連付けられるフラグを用いて、(たとえば、一般的な健康上の注意ではな
く)そのメニューと関連付けられるメニューを引き上げるためのオプションを提示するこ
とができる。加えて、または代わりに、モバイルデバイス110によって出力される情報に
は複数のユーザが寄与してもよい。この場合、モバイルデバイス110は、特定の品目に対
する特定の状態についての報告の数、報告の日付、または報告の古さなどの統計を使用し
てもよい。この場合、場所がレシピを変更することなどによってメニュー品目を変更する
場合、もはや関係のない古いデータは最終的に期限切れになり、もはや報告されなくなる
。
【００９０】
　加えて、または代わりに、モバイルデバイス110および/またはサーバ150は、メッセー
ジ(たとえば、電子メールメッセージ、SMSメッセージなど)を生成してもよく、特定のメ
ニュー品目が問題を引き起こしていることを場所(たとえば、場所と関連付けられる所有
者、管理者など)に警告するために、メッセージをその場所に提供してもよい。いくつか
の態様では、そのようなメッセージは、場所がレシピを変更できるように定期的に提供さ
れてもよい。いくつかの態様では、そのようなメッセージは、場所が料理をより塩辛くな
いもの、辛くないものなどで置き換えることができるように、直ちに提供されてもよい。
いくつかの態様では、場所は、(たとえば、塩味、辛味、MSGなどを減らすように)レシピ
が調整されたことを示すために、メッセージをサーバ150に提供してもよい。このように
して、より古く関連のないメッセージは、期限切れになり(aged out)、報告されないこと
がある。いくつかの態様では、場所は、メニュー情報(たとえば、メニュー品目を特定す
る情報、塩分、糖分、および/または香辛料の量などの食品の内容物を特定する情報)を提
供するための入力を(たとえば、サーバ150に)提供することを許可されてもよい。
【００９１】
　図8にさらに示されるように、プロセス800は、センサデータを受信したモバイルデバイ
スと関連付けられる位置または場所を決定するステップを含んでもよい(ブロック840)。
たとえば、モバイルデバイス110は、(たとえば、GNSS衛星120から受信された情報に基づ
いて)モバイルデバイス110の位置を決定してもよい。加えて、または代わりに、モバイル
デバイス110は、モバイルデバイス110と関連付けられる場所を決定してもよい。たとえば
、モバイルデバイス110は、位置に基づいて場所を決定するために、モバイルデバイス110
上でローカルに、またはモバイルデバイス110から離れて記憶されている(たとえば、サー
バ150または別のデバイスに記憶されている)データ構造を使用してもよい。
【００９２】
　いくつかの態様では、モバイルデバイス110は、場所と関連付けられるアクセスポイン
ト(たとえば、Wi-Fiアクセスポイント)を検出したことに基づいて場所を特定してもよい
。たとえば、モバイルデバイス110は、アクセスポイントに基づいて場所を決定するため
に、モバイルデバイス110上でローカルに、またはモバイルデバイス110から離れて記憶さ
れている(たとえば、サーバ150または別のデバイスに記憶されている)データ構造を使用
してもよい。たとえば、データ構造は、(アクセスポイント名、ネットワーク名、サービ
スセット識別子(SSID)などのアクセスポイント識別子を使用して)アクセスポイントと場
所との間の関連付けを特定する情報を記憶してもよい。
【００９３】
　いくつかの態様では、サーバ150は、モバイルデバイス110と関連付けられる位置および
/または場所を決定してもよい。たとえば、モバイルデバイス110は、位置を特定する情報
をサーバ150に提供してもよい。いくつかの態様では、モバイルデバイス110は、場所を特
定する情報をサーバ150に提供してもよい。加えて、または代わりに、サーバ150は、(た
とえば、位置と場所を関連付けるデータ構造を使用して、および/または位置に基づく探
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索を実行して)位置と関連付けられる場所を特定するためにその位置を使用してもよい。
【００９４】
　図8にさらに示されるように、プロセス800は、位置または場所に関連して健康情報を記
憶または提供するステップを含んでもよい(ブロック850)。たとえば、モバイルデバイス1
10は、位置および/または場所に関連して健康情報を記憶してもよい。健康情報は、セン
サデータおよび/またはユーザ入力に基づいて特定されてもよい。いくつかの態様では、
健康情報は、センサデータ、センサデータの一部分、ユーザ入力、ユーザ入力の一部分な
どを含んでもよい。いくつかの態様では、モバイルデバイス110は健康情報を提供しても
よい。たとえば、モバイルデバイス110は、健康情報をサーバ150に(たとえば、記憶のた
めに)提供してもよい。
【００９５】
　いくつかの態様では、サーバ150は健康情報を記憶してもよい。たとえば、サーバ150は
、モバイルデバイス110から、センサデータおよび/またはユーザ入力を受信してもよい。
サーバ150は、センサデータおよび/またはユーザ入力に基づいて健康情報を特定してもよ
く、健康情報を記憶してもよい。サーバ150は、位置および/または場所に関連して健康情
報を記憶してもよい。
【００９６】
　このようにして、モバイルデバイス110および/またはサーバ150は、位置および/または
場所と関連付けられる健康情報を記憶するデータ構造を埋めてもよい。データ構造は健康
情報で埋められてよく、健康情報は、1つまたは複数のモバイルデバイス110が位置および
/または場所に位置しているとき、健康上の警告をそれらのモバイルデバイス110に提供す
るために使用されてもよい。このようにして、モバイルデバイス110のユーザは位置また
は場所と関連付けられる予測的な健康上の警告を受け取ることができるので、ユーザはそ
れらの位置または場所においてインテリジェントな健康関連の決定を行うことができる。
【００９７】
　図8は、プロセス800の例示的なブロックを示すが、いくつかの実装形態では、プロセス
800は、追加のブロック、より少数のブロック、異なるブロック、または図8に示されるも
のとは異なるように配置されたブロックを含んでもよい。加えて、または代わりに、プロ
セス800のブロックのうちの2つ以上が並列に実行されてもよい。
【００９８】
　図9は、本開示の様々な態様による、位置ベースの健康上の警告を提供するための別の
例示的なプロセス900を示す図である。いくつかの実装形態では、図9の1つまたは複数の
処理ブロックはサーバ150によって実行されてもよい。いくつかの実装形態では、図9の1
つまたは複数の処理ブロックは、モバイルデバイス110などの、サーバ150とは別個のまた
はサーバ150を含む別のデバイスまたはデバイスのグループによって実行されてもよい。
【００９９】
　図9に示されるように、プロセス900は、モバイルデバイスと関連付けられる位置を特定
する情報を受信するステップを含んでもよい(ブロック910)。たとえば、サーバ150は、モ
バイルデバイス110と関連付けられる位置を特定する情報をモバイルデバイス110から受信
してもよい。たとえば、モバイルデバイス110は、(たとえば、GNSS衛星120から受信され
た情報に基づいて)モバイルデバイス110の位置を決定してもよく、位置を特定する情報を
サーバ150に提供してもよい。位置を特定する情報は、たとえばGPSデータ(たとえば、緯
度、経度、および/または高度)、住所、位置および/または場所の名前などを含んでもよ
い。
【０１００】
　いくつかの実装形態では、位置は、位置から閾値の地理的近接の範囲内にある1つまた
は複数の場所(たとえば、レストラン)を特定するリストと関連付けられてもよい。この場
合、サーバ150は、位置を特定する情報に基づいて、場所のリストを記憶および/または受
信してもよい。いくつかの実装形態では、サーバ150は、別のデバイスから場所のリスト
を要求してもよい。以下でより詳細に説明されるように、サーバ150は、場所のリストに
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基づいて健康情報および/または健康上の警告を特定してもよい。サーバ150は、ユーザが
場所において判断を行うために健康情報および/または健康上の警告を使用できるように
、健康情報および/または健康上の警告をモバイルデバイス110に提供してもよい。
【０１０１】
　図9にさらに示されるように、プロセス900は、位置と関連付けられる場所を決定するス
テップを含んでもよい(ブロック920)。たとえば、サーバ150は、(たとえば、位置と場所
を関連付けるデータ構造を使用して、および/または位置に基づく探索を実行して)位置と
関連付けられる場所を特定するために、モバイルデバイス110と関連付けられる位置を使
用してもよい。加えて、または代わりに、モバイルデバイス110は、場所を決定してもよ
く、場所を特定する情報をサーバ150に提供してもよい。いくつかの場合、場所は、ブロ
ック910において上で説明されたように(たとえば、住所に基づいて、場所の名前に基づい
て、位置のインターネット検索に基づいてなど)決定されてもよい。いくつかの態様では
、場所が位置に基づいて決定されるとき、サーバ150は、位置が特定の位置から閾値の距
離以内にあるかどうかを決定すること、ある閾値のレベルの信頼性で位置を決定すること
などを行ってもよい。
【０１０２】
　図9にさらに示されるように、プロセス900は、場所に関連して以前に受信されたデータ
に基づいて、場所と関連付けられる健康情報を特定するステップを含んでもよい(ブロッ
ク930)。たとえば、サーバ150は、場所と関連付けられる健康情報を特定してもよい。健
康情報は、場所に関連して以前に受信された(たとえば、モバイルデバイス110から以前に
受信された)データに基づいて特定されてもよい。たとえば、サーバ150は、モバイルデバ
イス110からセンサデータおよび/またはユーザ入力を受信してもよく、センサデータおよ
び/またはユーザ入力に基づいて、モバイルデバイス110が位置する場所に関連して健康情
報を記憶してもよい。その後、サーバ150は、そのモバイルデバイス110および/または異
なるモバイルデバイス110と関連付けられる位置および/または場所を特定する情報を受信
してもよく、その場所に関連して以前に記憶された健康情報を特定してもよい。
【０１０３】
　いくつかの態様では、健康情報は、ユーザの特定の過去の結果、および/またはすべて
のユーザのこれまでのデータを合成したグループデータなどに基づいて、ユーザのために
固有に提供および/または分類されてもよい。ユーザ固有のデータは特に、ユーザ固有で
あってもよい運動情報に対して有用であることがある。いくつかの態様では、ユーザ固有
のデータはモバイルデバイス110によってローカルに記憶されてもよい。いくつかの態様
では、他の人々からの入力を合成するグループデータも利用可能にされてもよい。メニュ
ー品目が問題を引き起こすかどうかを知るために特定のユーザが実際にそのメニュー品目
を食べる必要がないほどに、様々なメニュー品目についての複数の人々からの入力が重要
であるようなメニュー関連データに対して特にグループデータが有用であることがある。
グループデータは、遊園地の乗り物などの生理的な反応を誘起することが意図されている
活動に対して有用であることがある。いくつかの態様では、ユーザは、ユーザ固有のデー
タを受け取るか、グループデータを受け取るか、またはデータの両方のセットを受け取る
かのオプションを与えられてもよい。
【０１０４】
　いくつかの態様では、場所に対する悪意のある攻撃を防ぐために、特定のユーザに対す
るデータは、グループデータのために使用されるときには特に、ある特定の条件との一貫
性または他の人々の報告との一貫性について分析されてもよい。よって、あるユーザがあ
る場所で塩辛い品目しか報告しないのに、有名な塩辛い品目を提供する他の場所で塩辛い
品目を報告しない場合、またはあるユーザが単一の場所で多数の悪い報告を提供し、他の
場所で同様の報告をしない場合、そのデータは、信頼性がより低いものとして扱われても
よく、または場合によっては、グループデータへと合成されないことすらあってもよい。
この場合、そのようなデータはそれでもユーザ固有データに対して使用されてもよい。
【０１０５】
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　図9にさらに示されるように、プロセス900は、健康情報に基づいて健康上の警告を提供
するステップを含んでもよい(ブロック940)。たとえば、サーバ150は、健康情報に基づい
て健康上の警告を生成および/または提供してもよい。いくつかの態様では、サーバ150は
、データが以前にそこから受信されたモバイルデバイス110に健康上の警告を提供しても
よい。いくつかの態様では、サーバ150は、(たとえば、異なるモバイルデバイス110が健
康情報と関連付けられる場所に位置していることに基づいて)健康上の警告を異なるモバ
イルデバイス110に提供してもよい。いくつかの態様では、健康上の警告は健康情報を含
んでもよい。たとえば、サーバ150は健康情報をモバイルデバイス110に提供してもよく、
モバイルデバイス110は健康情報に基づいて健康上の警告を出力してもよい。別の例とし
て、健康上の警告は、場所に関連して以前に受信された測定された生物学的指標および/
またはユーザ入力を含んでもよい。いくつかの態様では、健康上の警告は、食べ物に関す
る推奨、飲み物に関する推奨、運動に関する推奨、活動に関する推奨などの推奨される健
康上のオプションを含んでもよい。いくつかの態様では、サーバ150および/またはモバイ
ルデバイス110は、ユーザプロファイル情報に基づいて健康上の警告を選択的に提供して
もよい。たとえば、ユーザが糖尿病患者ではない場合、サーバ150および/またはモバイル
デバイス110は、糖尿病と関連付けられる健康上の警告が提供されることを防いでもよく
、それによりコンピューティングリソースおよび/またはネットワークリソースを節約す
る。
【０１０６】
　このようにして、モバイルデバイス110のユーザは予測的な健康上の警告を与えられる
ことがあるので、ユーザは健康的な決定を行うことができる。たとえば、ユーザは、不健
康な食べ物を食べるのを避けることができ、健康上の理由で特定の場所を避けることがで
き、ある場所に訪問すること、またはその場所における活動に参加することなどの前に、
薬を服用することができる。
【０１０７】
　図9は、プロセス900の例示的なブロックを示すが、いくつかの実装形態では、プロセス
900は、追加のブロック、より少数のブロック、異なるブロック、または図9に示されるも
のとは異なるように配置されたブロックを含んでもよい。加えて、または代わりに、プロ
セス900のブロックのうちの2つ以上が並列に実行されてもよい。
【０１０８】
　図10は、本開示の様々な態様による、位置ベースの健康上の警告を提供するための別の
例示的なプロセス1000を示す図である。いくつかの実装形態では、図10の1つまたは複数
の処理ブロックはサーバ150によって実行されてもよい。いくつかの実装形態では、図10
の1つまたは複数の処理ブロックは、モバイルデバイス110などの、サーバ150とは別個の
またはサーバ150を含む別のデバイスまたはデバイスのグループによって実行されてもよ
い。
【０１０９】
　図10に示されるように、プロセス1000は、位置または場所に関連して測定される、複数
のユーザと関連付けられる複数の生物学的指標を受信するステップを含んでもよい(ブロ
ック1010)。たとえば、サーバ150は、複数の生物学的指標を含む測定された生物学的指標
および/またはセンサデータを複数のモバイルデバイス110から受信してもよい。たとえば
、複数のユーザの生物学的指標は、異なるセンサデバイス130によって(たとえば、異なる
時間に)測定され、複数のモバイルデバイス110によってサーバ150に提供されてもよい。
生物学的指標が測定されるときに、複数のモバイルデバイス110がある特定の場所または
位置に位置していることがある。
【０１１０】
　いくつかの実装形態では、サーバ150は複数のモバイルデバイス110から健康上の報告を
受信してもよい。いくつかの実装形態では、健康上の報告は、モバイルデバイス110のユ
ーザに関連して測定された生物学的指標と、モバイルデバイス110と関連付けられる位置
を特定する情報とを含んでもよい。この場合、サーバ150は、本明細書の他の箇所で説明
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されるように、位置と関連付けられる場所を決定してもよい。加えて、または代わりに、
健康上の報告は、生物学的指標と場所を特定する情報とを含んでもよい。加えて、または
代わりに、健康上の報告は、生物学的指標と、位置を特定する情報と、場所を特定する情
報とを含んでもよい。加えて、または代わりに、健康上の報告は、ユーザによって実行さ
れる活動を特定する情報を含んでもよい。加えて、または代わりに、健康上の報告は、モ
バイルデバイス110のユーザによって提供されるユーザ入力を含んでもよい。以下でより
詳細に説明されるように、サーバデバイス150は受信された健康上の報告を記憶してもよ
い。そのような健康上の報告は、集約されると、複数のタイプの生物学的指標、複数の位
置、複数の場所、および/または複数の活動をカバーすることがある。
【０１１１】
　いくつかの実装形態では、健康上の報告は、ユーザのプライバシーを保護するために(
たとえば、モバイルデバイス110および/またはサーバ150によって)匿名化および/または
暗号化されてもよい。いくつかの実装形態では、ユーザは、健康上の報告などのユーザデ
ータが匿名化および/または暗号化されるべきかどうかを示す入力を(たとえば、モバイル
デバイス110または別のデバイスに)提供してもよい。いくつかの場合、ユーザは、ユーザ
が個人化された健康上の警告を提供されてもよいように、ユーザと関連付けられる健康上
の報告を匿名化しないと判定することがある。
【０１１２】
　図10にさらに示されるように、プロセス1000は、複数の生物学的指標に基づいて、位置
または場所に関連して健康情報を記憶するステップを含んでもよい(ブロック1020)。たと
えば、サーバ150は、位置および/または場所に関連して健康情報を記憶してもよい。本明
細書の他の箇所で説明されるように、健康情報は、センサデータ、ユーザ入力、および/
または複数の生物学的指標に基づいて特定されてもよい。たとえば、健康情報は、測定さ
れた生物学的指標(たとえば、測定された血圧または本明細書で説明される他の生物学的
指標)、ユーザ入力(たとえば、「スープが塩辛い」)、または本明細書で説明される他の
健康情報を含んでもよい。いくつかの態様では、健康情報は、センサデータ、センサデー
タの一部分、ユーザ入力、ユーザ入力の一部分、1つまたは複数の測定された生物学的指
標などを含んでもよい。サーバ150は、位置および/または場所に関連して健康情報を記憶
してもよい。
【０１１３】
　例として、健康情報は、位置、場所、および/またはメニュー品目と関連付けられる食
べ物の情報を含んでもよい。加えて、または代わりに、健康情報は、ある料理のどの品目
が問題を引き起こしているかについてユーザによって提供される注記を含んでもよく、そ
れは、ある所与の注文が1つより多くの品目を含むことがあるからである(たとえば、ソー
ス、副菜などを避けるための注記)。いくつかの態様では、健康情報は、(たとえば、極端
な反応を引き起こすものまたは穏やかな反応を引き起こすものとして品目を格付けするた
めに)1人または複数のユーザの生物学的反応の測定値または程度を示してもよい。いくつ
かの態様では、健康情報は、あるユーザをそのユーザ固有の情報が特定される場合がある
そのユーザ自身の記録と関連付けるためのユーザ識別子を含んでもよい。いくつかの態様
では、健康情報は暗号化されてもよく、またはそうでなければ保護されてもよい。
【０１１４】
　いくつかの態様では、健康情報は、特定のジムまたはハイキングコースなどのある場所
および/または位置と関連付けられる活動指標を含んでもよい。いくつかの態様では、活
動指標は位置および/または場所と無関係であってもよい。たとえば、ユーザが走ってい
る場合、モバイルデバイス110は、運動/位置センサ230などの1つまたは複数のセンサを使
用して活動を検出および/または記録してもよい。モバイルデバイス110がその活動に対す
る健康上の警告を出力する場合、センサ読取値が、同じまたは同様の活動の今後の検出の
ために記録されてもよい。加えて、または代わりに、ユーザは、実行されている活動につ
いて質問されてもよい。加えて、または代わりに、ユーザは、特定の閾値を超える血圧ま
たは心拍数などの健康上の警告を引き起こしている状態について警告されてもよい。した
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がって、活動指標は、その活動がどこで発生するかにかかわらず活動自体と結び付けられ
1つまたは複数のセンサを介して感知されてもよく、位置もしくは場所(たとえば、ジム、
階段、ハイキングコースなど)と結び付けられてもよく、または両方に結び付けられても
よい。いくつかの態様では、1つまたは複数のセンサは、ランニング、水泳、坂を上るこ
と(PDRおよび高度計を使用して)などのいくつかの一般的な活動を検出するようにあらか
じめプログラムされてもよい。この場合、ユーザはどの活動が実行されているかについて
質問される必要はないことがある。さらに、特定の位置に関連して以前にデータが受信さ
れていなかった場合であっても、その位置における急な坂の存在などによって、ある健康
上の警告が予測されてもよい。
【０１１５】
　いくつかの実装形態では、サーバ150は、位置および/または場所に関連して受信された
健康上の報告を、健康情報として記憶してもよい。このようにして、サーバ150は、生物
学的指標のリストならびに/または、位置、場所、および/もしくは活動と関連付けられる
ユーザ入力を(たとえば、モバイルデバイス110に)提供することができる。いくつかの実
装形態では、サーバ150が、異なる生物学的指標と関連付けられるセキュリティレベルに
基づく順序で生物学的指標のリストを提供できるように、サーバ150は、それらのセキュ
リティレベルを決定するために1つまたは複数の規則を適用してもよい。加えて、または
代わりに、サーバ150は、ユーザのフィードバック(たとえば、ユーザの高評価または低評
価)、(たとえば、より新しい健康上の報告において受信された情報を優先するための)健
康上の報告が受信された日付および/または時間などに基づいて、生物学的指標および/ま
たはユーザ入力のリストの順序を決定してもよい。
【０１１６】
　いくつかの実装形態では、サーバ150は、ある特定の時間より古い健康上の報告におい
て受信される情報(たとえば、1年以上前に受信された健康上の報告に含まれる情報)をリ
ストから除去してもよい。加えて、または代わりに、サーバ150は、ある特定の量の健康
上の報告を記憶してもよく、新しい健康上の報告が受信されるときに最も古い健康上の報
告を除去してもよい。加えて、または代わりに、サーバ150は、より古い健康上の報告が
もはや無関係であることを示す閾値の量の健康上の報告が受信された後で、健康上の報告
を除去してもよい。たとえば、古い健康上の報告が特定のメニュー品目が血圧の急上昇を
引き起こすことを示すことがあり、一方で、(たとえば、メニュー品目のレシピが変わっ
たので)新しい健康上の報告が血圧のそのような急上昇を示さないことがある。血圧の急
上昇を示さない閾値の量のそのような報告を受信した後で、サーバ150は、血圧の急上昇
を示す古い報告を除去してもよい。このようにして、健康情報は最新に保たれてもよい。
【０１１７】
　いくつかの実装形態では、サーバ150は、健康情報を記憶するために健康上の報告を分
析および/または編成してもよい。たとえば、サーバ150は、位置、場所、または活動によ
って影響される生物学的指標のリストを特定する健康情報を記憶してもよく、特定の生物
学的指標に影響する位置のリストを特定する健康情報を記憶してもよく、特定の生物学的
指標に影響する場所のリストを特定する健康情報を記憶してもよく、特定の生物学的指標
に影響する活動のリストを特定する健康情報を記憶してもよく、特定の生物学的指標に閾
値の量の影響を与える、位置、場所、または活動のリストを特定する健康情報を記憶して
もよく、複数の生物学的指標に影響する、位置、場所、または活動のリストを特定する健
康情報を記憶してもよく、および/または同様のことを行ってもよい。例として、サーバ1
50は、特定のレストランで特定のメニュー品目を食べることなどの特定の場所における特
定の活動と関連付けられる健康上の報告からの健康情報を集約してもよい。
【０１１８】
　いくつかの実装形態では、サーバ150は、平均、中央値、標準偏差などの生物学的指標
に関する様々な統計を健康情報として記憶するために、生物学的指標の値(たとえば、平
均血圧、血圧の平均変化量、平均グルコースレベル、グルコースレベルの平均変化量など
)を集約してもよい。たとえば、サーバ150は、生物学的指標の平均値(たとえば、平均値
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または中央値)、生物学的指標の最大値、生物学的指標の最低値などを決定してもよい。
サーバ150は、位置、場所、または活動に関連して、そのような様々な統計を健康情報と
して記憶してもよい。たとえば、サーバ150は、複数のモバイルデバイスからあるハイキ
ングコースに沿った様々な位置における心拍数を特定する情報を受信してもよく、サーバ
150は、この情報を使用して、それらの位置の1つまたは複数における平均心拍数を決定し
てもよい。
【０１１９】
　加えて、または代わりに、サーバ150は、ユーザの特性に基づいて健康情報をグループ
化してもよく、特定の特性をもつグループに対する様々な統計を決定してもよい。たとえ
ば、サーバ150は、5歳から75歳などの幅広い年齢のユーザからデータを受信してもよいの
で、すべての年齢のすべてのユーザについての特定の位置における平均心拍数を決定する
のではなく、サーバ150は、たとえば20歳から25歳、25歳から30歳などのユーザについて
のデータをグループ化し、次いでその特定の位置におけるそのグループに対する平均心拍
数を決定してもよい。
【０１２０】
　加えて、または代わりに、サーバ150は、位置、場所、または活動と関連付けられる健
康上の異変の量(たとえば、生物学的指標が閾値を満たすことなどの条件を満たす、受信
される健康上の報告の量)を特定する情報を記憶してもよい。たとえば、サーバ150は、あ
る期間(たとえば、1カ月、6カ月、1年、全時間など)にわたる健康上の異変の量、健康上
の異変の頻度(たとえば、月1回、年1回などの頻度で報告される健康上の異変の量)などを
特定する情報を記憶してもよい。
【０１２１】
　このようにして、サーバ150は、位置および/または場所と関連付けられる健康情報を記
憶するデータベースを埋めてもよい。サーバ150は、複数のユーザと関連付けられる複数
のモバイルデバイス110から受信された健康情報をデータベースに入れてもよい。この健
康情報は、モバイルデバイス110が位置および/または場所に位置しているとき、健康上の
警告をそれらのモバイルデバイス110に提供するために使用されてもよい。このようにし
て、モバイルデバイス110のユーザは、位置または場所と関連付けられる予測的な健康上
の警告を、ユーザがその位置または場所を以前に訪問したことがない場合であっても(た
とえば、ユーザと共通のユーザプロファイル情報を有する他のユーザなどの他のユーザと
関連付けられる健康情報に基づいて)受け取ってもよい。
【０１２２】
　図10は、プロセス1000の例示的なブロックを示すが、いくつかの実装形態では、プロセ
ス1000は、追加のブロック、より少数のブロック、異なるブロック、または図10に示され
るものとは異なるように配置されたブロックを含んでもよい。加えて、または代わりに、
プロセス1000のブロックのうちの2つ以上が並列に実行されてもよい。
【０１２３】
　図11は、本開示の様々な態様による、位置ベースの健康上の警告を提供するための別の
例示的なプロセス1100を示す図である。いくつかの実装形態では、図11の1つまたは複数
の処理ブロックはサーバ150によって実行されてもよい。いくつかの実装形態では、図11
の1つまたは複数の処理ブロックは、モバイルデバイス110などのサーバ150とは別個の、
またはサーバ150を含む別のデバイスまたはデバイスのグループによって実行されてもよ
い。
【０１２４】
　図11に示されるように、プロセス1100は、位置を特定する情報をモバイルデバイスから
受信するステップを含んでもよい(ブロック1110)。たとえば、サーバ150は、モバイルデ
バイス110と関連付けられる位置を特定する情報をモバイルデバイス110から受信してもよ
い。たとえば、モバイルデバイス110は、(たとえば、GNSS衛星120から受信された情報に
基づいて)モバイルデバイス110の位置を決定してもよく、位置を特定する情報をサーバ15
0に提供してもよい。
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【０１２５】
　図11にさらに示されるように、プロセス1100は、位置に基づいて場所を決定するステッ
プを含んでもよい(ブロック1120)。たとえば、サーバ150は、(たとえば、位置と場所を関
連付けるデータ構造を使用して)位置と関連付けられる場所を特定するために、モバイル
デバイス110と関連付けられる位置を使用してもよい。加えて、または代わりに、モバイ
ルデバイス110は、場所を決定してもよく、場所を特定する情報をサーバ150に提供しても
よい。場所は、(たとえば、図10に関連して説明されるように)サーバ150に生物学的指標
を提供したモバイルデバイス110と関連付けられる場所と同じであることがあり、サーバ1
50は、以下で説明されるように、モバイルデバイス110に提供されるべき健康上の警告を
生成するために生物学的指標を使用してもよい。
【０１２６】
　図11にさらに示されるように、プロセス1100は、位置または場所に関連して測定された
、複数のユーザと関連付けられる複数の生物学的指標に基づいて、場所と関連付けられる
健康情報を特定するステップを含んでもよい(ブロック1130)。たとえば、サーバ150は、
場所と関連付けられる健康情報を特定してもよい。健康情報は、上で説明されたように、
場所に関連して測定された複数の生物学的指標に基づいてサーバ150によって以前に記憶
されることがある。いくつかの態様では、サーバ150は、場所に関連して健康情報を記憶
したことに基づいて健康情報を取得してもよい。いくつかの態様では、サーバ150は健康
情報を(たとえば、データ構造から)取り出してもよい。
【０１２７】
　図11にさらに示されるように、プロセス1100は、健康情報に基づいて健康上の警告を提
供するステップを含んでもよい(ブロック1140)。たとえば、サーバ150は、健康情報に基
づいて健康上の警告を生成および/または提供してもよい。いくつかの態様では、サーバ1
50は健康上の警告をモバイルデバイス110に提供してもよく、モバイルデバイス110は、(
たとえば、他のモバイルデバイス110から受信された生物学的指標などのデータに基づい
て)モバイルデバイス110からの以前に受信されたデータがなくても、健康上の警告を出力
してもよい。
【０１２８】
　加えて、または代わりに、サーバ150は、モバイルデバイス110から、健康情報と関連付
けられるクエリを受信してもよく、クエリに基づいて健康上の警告を提供してもよい。た
とえば、ユーザは、特定の生物学的指標に対して悪影響のない、いずれの生物学的指標に
対しても悪影響のないなどの位置、場所、または活動(たとえば、メニュー品目)を要求す
るために、モバイルデバイス110と対話してもよい。別の例として、ユーザは、位置、場
所、または活動を特定するためにモバイルデバイス110と対話してもよく、サーバ150は、
特定された位置、場所、または活動と関連付けられる健康情報を返してもよい。いくつか
の実装形態では、サーバ150は、位置、場所、または活動と関連付けられる健康上の異変
の量を特定する情報を健康上の警告として提供してもよい。
【０１２９】
　このようにして、サーバ150は、位置および/または場所と関連付けられる健康情報を記
憶するデータベースを埋めてもよい。サーバ150は、複数のユーザと関連付けられる複数
のモバイルデバイス110から受信された健康情報をデータベースに入れてもよい。健康情
報は、モバイルデバイス110が位置および/または場所に位置しているとき、健康上の警告
をそれらのモバイルデバイス110に提供するために使用されてもよい。このようにして、
モバイルデバイス110のユーザは、位置または場所と関連付けられる予測的な健康上の警
告を、ユーザがその位置または場所を以前に訪問したことがない場合であっても(たとえ
ば、ユーザと共通のユーザプロファイル情報を有する他のユーザなどの他のユーザと関連
付けられる健康情報に基づいて)受け取ってもよい。
【０１３０】
　図11は、プロセス1100の例示的なブロックを示すが、いくつかの実装形態では、プロセ
ス1100は、追加のブロック、より少数のブロック、異なるブロック、または図11に示され
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るものとは異なるように配置されたブロックを含んでもよい。加えて、または代わりに、
プロセス1100のブロックのうちの2つ以上が並列に実行されてもよい。
【０１３１】
　図12は、本開示の様々な態様による、位置ベースの健康上の警告を提供するための別の
例示的なプロセス1200を示す図である。いくつかの実装形態では、図12の1つまたは複数
の処理ブロックはモバイルデバイス110によって実行されてもよい。いくつかの実装形態
では、図12の1つまたは複数の処理ブロックは、サーバ150などの、モバイルデバイス110
とは別個のまたはモバイルデバイス110を含む別のデバイスまたはデバイスのグループに
よって実行されてもよい。
【０１３２】
　図12に示されるように、プロセス1200は、センサデータに基づいて、モバイルデバイス
のユーザと関連付けられる活動を決定するステップを含んでもよい(ブロック1210)。たと
えば、モバイルデバイス110は、モバイルデバイス110のユーザによって実行されている活
動を決定するためにセンサデータを使用してもよい。例として、モバイルデバイス110は
、センサデータを使用して、(たとえば、モバイルデバイス110の位置情報および/または
モバイルデバイス110の動きがないことに基づいて、レストランにおいて)ユーザが座って
いること、(たとえば、反復的な手の動きを検出したことに基づいて)ユーザが食事中であ
ること、(たとえば、モバイルデバイス110の動きに基づいて)ユーザが運動中であること
などを決定してもよい。
【０１３３】
　いくつかの態様では、モバイルデバイス110は、活動を特定してもよく、活動を特定す
る情報をサーバ150に提供してもよい。加えて、または代わりに、サーバ150は、モバイル
デバイス110から受信されたセンサデータに基づいて活動を決定してもよい。いくつかの
態様では、サーバ150は、センサデータ、処理されたセンサデータ、ユーザ入力、場所に
関連して受信されたデータなどのデータをモバイルデバイス110から受信してもよく、そ
のデータに基づいて活動を決定してもよい。活動は、たとえば食べること、飲むこと、運
動することなどを含んでもよい。
【０１３４】
　いくつかの態様では、活動はモバイルデバイス110からのセンサデータに基づいて特定
されてもよく、活動を特定する情報および/または活動パラメータがサーバ150に提供され
てもよい。いくつかの態様では、サーバ150は、健康上の警告パラメータの定期的にリフ
レッシュされるキャッシュをモバイルデバイス110に送信してもよく、モバイルデバイス1
10は、これらの健康上の警告パラメータを使用して、健康上の警告がいつ許されるかをロ
ーカルに決定してもよい。たとえば、モバイルデバイス110は、特定の速さよりも速く走
ること、または特定の坂を駆け上がることで、ユーザの血圧が閾値を超えるであろうと判
定することがある。そのような情報は、モバイルデバイス110によって、サーバ150によっ
て、または両方によって記憶されてもよい。このことは、健康上の警告をいつトリガすべ
きかを示す、(たとえば、モバイルデバイス110にローカルに記憶される)規則のセットを
もたらすことがある。いくつかの態様では、モバイルデバイス110は、すべてのセンサデ
ータをサーバ150に送信しなくてもよく、モバイルデバイス110上でローカルに活動を検出
してもよく、これによりネットワークリソースを節約する。
【０１３５】
　図12にさらに示されるように、プロセス1200は、活動および活動に関連して以前に受信
されたデータに基づいて、健康情報を特定するステップを含んでもよい(ブロック1220)。
たとえば、モバイルデバイス110および/またはサーバデバイス150は、活動に基づいて健
康情報を特定してもよい。健康情報は、活動に関連して以前に受信された(たとえば、モ
バイルデバイス110によって、またはモバイルデバイス110から以前に受信された)データ
に基づいて特定されてもよい。加えて、または代わりに、健康情報は、モバイルデバイス
110と関連付けられる1つまたは複数のセンサによって測定される現在の生物学的指標(た
とえば、血圧)に基づいて特定されてもよい。たとえば、モバイルデバイス110は、生物学
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的指標を決定してもよく、生物学的指標をサーバ150に提供してもよい。サーバ150は、(
たとえば、生物学的指標を使用して健康情報の集合体をフィルタリングすることによって
)生物学的指標に基づいて健康情報を特定してもよく、健康情報をモバイルデバイス110に
提供してもよい。いくつかの態様では、モバイルデバイス110は、サーバ150から健康情報
を受信してもよく、測定された生物学的指標に基づいて、健康情報をフィルタリングして
健康上の警告を生成してもよい。
【０１３６】
　たとえば、モバイルデバイス110および/またはサーバ150は、センサデータおよび/また
はユーザ入力を受信してもよく、センサデータおよび/またはユーザ入力に基づいて、モ
バイルデバイス110のユーザによって実行されている活動に関連して健康情報を記憶して
もよい。いくつかの態様では、活動はセンサデータに基づいて決定されてもよい。加えて
、または代わりに、活動は活動を特定するユーザ入力に基づいて決定されてもよい。その
後、サーバ150は、モバイルデバイス110および/または異なるモバイルデバイス110のユー
ザによって実行されている活動を特定する情報を受信してもよく、その場所に関連して以
前に記憶された健康情報を特定してもよい。いくつかの態様では、活動に関連して記憶さ
れる健康情報はまた、モバイルデバイス110が位置する位置および/または場所に関連して
記憶されてもよい。
【０１３７】
　いくつかの実装形態では、モバイルデバイス110および/またはサーバ150は、活動なら
びに生物学的指標と関連付けられる位置および/または場所に関連して、健康情報を記憶
してもよい。加えて、または代わりに、モバイルデバイス110および/またはサーバ150は
、健康上の報告を分析して、特定の生物学的指標が活動によって影響を受けるかどうか、
または位置もしくは場所によって影響を受けるかどうかを決定してもよく、そのような情
報を出力してもよい。このようにして、ユーザは、特定の活動、特定の位置、または特定
の場所によって、生物学的指標の変化がトリガされるかどうかを決定してもよい。
【０１３８】
　図12にさらに示されるように、プロセス1200は、健康情報に基づいて健康上の警告を提
供するステップを含んでもよい(ブロック1230)。たとえば、モバイルデバイス110および/
またはサーバ150は、健康情報に基づいて健康上の警告を生成および/または提供してもよ
い。いくつかの態様では、サーバ150は、データが以前にそこから受信されたモバイルデ
バイス110に健康上の警告を提供してもよい。いくつかの態様では、サーバ150は、(たと
えば、健康情報と関連付けられる活動をユーザが実行していることを異なるモバイルデバ
イス110が示すことに基づいて)健康上の警告を異なるモバイルデバイス110に提供しても
よい。いくつかの態様では、健康上の警告は健康情報を含んでもよい。たとえば、健康上
の警告は、活動に関連して以前に受信された測定された生物学的指標および/またはユー
ザ入力を含んでもよい。
【０１３９】
　このようにして、モバイルデバイス110のユーザは予測的な健康上の警告を与えられる
ことがあるので、ユーザは活動に関して健康的な決定を行うことができる。たとえば、ユ
ーザは、ユーザの健康に悪い影響がある活動に参加するのを避けること、ユーザの健康に
良い影響がある活動への参加を促されることなどがある。
【０１４０】
　図12は、プロセス1200の例示的なブロックを示すが、いくつかの実装形態では、プロセ
ス1200は、追加のブロック、より少数のブロック、異なるブロック、または図12に示され
るものとは異なるように配置されたブロックを含んでもよい。加えて、または代わりに、
プロセス1200のブロックのうちの2つ以上が並列に実行されてもよい。
【０１４１】
　図13は、本開示の様々な態様による、位置ベースの健康上の警告を提供するための別の
例示的なプロセス1300を示す図である。いくつかの実装形態では、図13の1つまたは複数
の処理ブロックはサーバ150によって実行されてもよい。いくつかの実装形態では、図13
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の1つまたは複数の処理ブロックは、モバイルデバイス110などのサーバ150とは別個の、
またはサーバ150を含む、別のデバイスまたはデバイスのグループによって実行されても
よい。
【０１４２】
　図13に示されるように、プロセス1300は、モバイルデバイスと関連付けられる位置また
は場所を特定する情報を受信するステップを含んでもよい(ブロック1310)。たとえば、サ
ーバ150は、モバイルデバイス110と関連付けられる位置を特定する情報を、モバイルデバ
イス110から受信してもよい。たとえば、モバイルデバイス110は、(たとえば、GNSS衛星1
20から受信された情報に基づいて)モバイルデバイス110の位置を決定してもよく、位置を
特定する情報をサーバ150に提供してもよい。いくつかの態様では、サーバ150は、(たと
えば、位置と場所を関連付けるデータ構造を使用して)位置と関連付けられる場所を特定
するために、その位置を使用してもよい。加えて、または代わりに、モバイルデバイス11
0は、場所を決定してもよく、場所を特定する情報をサーバ150に提供してもよい。
【０１４３】
　図13にさらに示されるように、プロセス1300は、モバイルデバイスのユーザと関連付け
られるユーザプロファイル情報を特定するステップを含んでもよい(ブロック1320)。たと
えば、サーバ150は、モバイルデバイス110のユーザと関連付けられるユーザプロファイル
情報を特定するために、(たとえば、サーバ150または別のデバイスによって記憶される)
データ構造を使用してもよい。いくつかの態様では、データ構造は、モバイルデバイス11
0のモバイルデバイス識別子をユーザプロファイル情報と関連付けてもよい。加えて、ま
たは代わりに、サーバ150は、モバイルデバイス110からユーザプロファイル情報を受信し
てもよい。
【０１４４】
　ユーザプロファイル情報は、モバイルデバイス110のユーザの健康状態(たとえば、糖尿
病、アレルギー、高血圧、ユーザにより服用されている1つまたは複数の薬など)、ユーザ
と関連付けられる健康上の選好および/または活動の選好(たとえば、ユーザが好む食べ物
または飲み物のタイプ、ユーザが好きな調理の方式、ユーザが好む運動のタイプなど)な
どを示してもよい。加えて、または代わりに、ユーザプロファイル情報は、ユーザに関連
して受信された1つまたは複数の健康上の報告からの情報を含んでもよい。加えて、また
は代わりに、ユーザプロファイル情報は、ユーザと関連付けられるモバイルデバイス110
に提供される1つまたは複数の健康上の警告からの情報を含んでもよい。
【０１４５】
　いくつかの態様では、ユーザプロファイル情報は、問題を引き起こすものとしてユーザ
が特定のメニュー品目にフラグを付けたかどうかを示す情報を含んでもよい。加えて、ま
たは代わりに、ユーザプロファイル情報は、安全であるものとしてユーザが特定のメニュ
ー品目にフラグを付けたかどうかを示す情報を含んでもよい。たとえば、ユーザは、1つ
または複数のメニュー品目が悪い反応を引き起こさなかったこと(たとえば、血糖値の急
低下がないこと、血圧の問題がないこと、特定のアレルギーに対するアレルギー反応がな
いことなど)を示す報告(たとえば、ユーザによって開始される報告)を送信してもよい。
このようにして、サーバ150は、特定の感受性および/またはアレルギーを有する人々が食
べるのにどの品目が安全であるかを決定することが可能であってもよい。たとえば、エビ
にアレルギーがある人々は、ソースまたは他のメニューが特定の材料(たとえば、エビ、
豚肉、ピーナッツなど)を含むことを心配することがある。品目を安全なものとしてマー
クすることによって、これらのユーザは、メニュー品目がこれらの材料を含むかどうかを
簡単に判定することが可能であってもよい。
【０１４６】
　図13にさらに示されるように、プロセス1300は、位置または場所に関連して以前に受信
された、ユーザプロファイル情報およびデータに基づいて、位置または場所と関連付けら
れる健康情報を特定するステップを含んでもよい(ブロック1330)。たとえば、サーバ150
は、位置および/または場所と関連付けられる健康情報を特定してもよい。健康情報は、
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位置および/または場所に関連して以前に受信された(たとえば、モバイルデバイス110か
ら以前に受信された)データに基づいて特定されてもよい。
【０１４７】
　加えて、または代わりに、サーバ150は、健康情報をユーザプロファイル情報に基づい
て特定してもよい。たとえば、サーバ150が健康情報を記憶するとき、健康情報はユーザ
プロファイル情報と関連付けられてもよい。健康情報を特定するとき、サーバ150は、モ
バイルデバイス110のユーザと関連付けられるユーザプロファイル情報の特性が健康情報
と関連付けられる記憶されているユーザプロファイル情報の特性(たとえば、ユーザが糖
尿病患者であること、特定のアレルギーを有することなど)と一致することに基づいて、
健康情報を特定してもよい。
【０１４８】
　図13にさらに示されるように、プロセス1300は、健康情報に基づいて健康上の警告を提
供するステップを含んでもよい(ブロック1340)。たとえば、サーバ150は、健康情報に基
づいて健康上の警告を生成および/または提供してもよい。いくつかの態様では、サーバ1
50は、データが以前にそこから受信されたモバイルデバイス110に健康上の警告を提供し
てもよい。いくつかの態様では、サーバ150は、(たとえば、異なるモバイルデバイス110
が、モバイルデバイス110のユーザのユーザプロファイル情報と一致するユーザプロファ
イル情報を有するユーザと関連付けられることに基づいて)健康上の警告を異なるモバイ
ルデバイス110に提供してもよい。
【０１４９】
　このようにして、モバイルデバイス110のユーザは予測的な健康上の警告を与えられる
ことがあるので、ユーザは健康的な決定を行うことができる。予測的な健康上の警告が、
より正確で関連のある健康上の警告を提供するために、ユーザプロファイル情報に基づい
て生成されてもよい。
【０１５０】
　図13は、プロセス1300の例示的なブロックを示すが、いくつかの実装形態では、プロセ
ス1300は、追加のブロック、より少数のブロック、異なるブロック、または図13に示され
るものとは異なるように配置されたブロックを含んでもよい。加えて、または代わりに、
プロセス1300のブロックのうちの2つ以上が並列に実行されてもよい。
【０１５１】
　本明細書で説明される態様は、ユーザのモバイルデバイスと関連付けられる地理的位置
を使用して、その地理的位置またはその地理的位置における場所と関連付けられる予測的
な健康上の警告をユーザに提供する。そのような健康上の警告は、ユーザによって(たと
えば、モバイルデバイスを介して)提供される入力、他のユーザによって提供される入力
、ユーザまたは他のユーザの測定された生物学的指標などの地理的位置または場所に関連
して以前に受信されたデータに基づいて決定されてもよい。このようにして、ユーザは、
ユーザの健康に悪影響があるであろう活動の警告を受けることができ、そのような活動を
避けることができる。
【０１５２】
　上記の開示は例示および説明を与えるものであり、網羅的なものでも、または実装形態
を開示された厳密な形態に限定するものでもない。修正および変形が上の開示を考慮して
可能であり、実装形態の実践から得られることがある。
【０１５３】
　本明細書では、コンポーネントという用語は、ハードウェア、ファームウェア、または
ハードウェアとソフトウェアの組合せとして、広く解釈されるものとする。
【０１５４】
　いくつかのユーザインターフェースが、本明細書で説明され、図面に示されている。ユ
ーザインターフェースは、グラフィカルユーザインターフェース、非グラフィカルユーザ
インターフェース、テキストベースのユーザインターフェースなどを含んでもよい。ユー
ザインターフェースは、表示のために情報を提供してもよい。いくつかの実装形態では、
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ユーザは、表示のためのユーザインターフェースを提供するデバイスの入力コンポーネン
トを介して入力を提供することなどによって、情報と対話してもよい。いくつかの実装形
態では、ユーザインターフェースは、デバイスおよび/またはユーザによって構成可能で
あってもよい(たとえば、ユーザは、ユーザインターフェースのサイズ、ユーザインター
フェースを介して提供される情報、ユーザインターフェースを介して提供される情報の配
置などを変更してもよい)。加えて、または代わりに、ユーザインターフェースは、標準
的な構成、ユーザインターフェースが表示されるデバイスのタイプに基づく特定の構成、
ならびに/または、ユーザインターフェースが表示されるデバイスと関連付けられる能力
および/もしくは仕様に基づく構成のセットへとあらかじめ構成されてもよい。
【０１５５】
　本明細書で説明されるシステムおよび/または方法は、様々な形態のハードウェア、フ
ァームウェア、またはハードウェアとソフトウェアの組合せで実装されてもよいことが明
らかである。これらのシステムおよび/または方法を実装するために使用される実際の専
用の制御ハードウェアまたはソフトウェアコードは、実装形態を限定するものではない。
したがって、システムおよび/または方法の動作と挙動は、具体的なソフトウェアコード
を参照することなく本明細書で説明された。ソフトウェアおよびハードウェアは、本明細
書の説明に基づいてシステムおよび/または方法を実装するように設計されてもよいこと
が理解される。
【０１５６】
　特徴の特定の組合せが特許請求の範囲に記載され、かつ/または本明細書で開示されて
も、これらの組合せは、可能な実装形態の開示を限定するものではない。実際には、これ
らの特徴の多くが、特許請求の範囲において特に記載されない方法で、および/または本
明細書で開示されない方法で組み合わされてもよい。以下に列挙される各従属請求項は、
1つだけの請求項に直接依存することがあるが、可能な実装形態の開示は、各従属請求項
が請求項のセットの中の1つ1つの他の請求項と組み合わされることを含む。
【０１５７】
　本明細書で使用される要素、行為、または命令はいずれも、そのように明示的に説明さ
れない限り、重要または不可欠であるものと見なされるべきではない。また、本明細書で
は、冠詞"a"および"an"は、1つまたは複数の項目を含むものとし、「1つまたは複数の」
と交換可能に使用されることがある。さらに、本明細書では、「セット」という用語は、
1つまたは複数の項目(たとえば、関連する項目、関連しない項目、関連する項目と関連し
ない項目の組合せなど)を含むものとし、「1つまたは複数の」と交換可能に使用されても
よい。1つだけの項目が意図される場合、「1つの」という用語または同様の言葉が使用さ
れる。また、本明細書では、「有する(has)」、「有する(have)」、「有する(having)」
という用語は、非制限的な用語であるものとする。さらに、「に基づく」という語句は、
別段明示的に述べられていない限り、「に少なくとも一部基づく」を意味するものとする
。
【符号の説明】
【０１５８】
　　110　モバイルデバイス
　　120　GNSS衛星
　　130　センサデバイス
　　140　基地局
　　150　サーバ
　　160　ネットワーク
　　200　デバイス
　　205　バス
　　210　プロセッサ
　　215　DSP
　　220　ワイヤレストランシーバ
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　　225　アンテナ
　　230　運動/位置センサ
　　235　バイオメトリックセンサ
　　240　メモリ
　　245　入力/出力コンポーネント
　　250　GNSSレシーバ
　　255　アンテナ
　　300　デバイス
　　310　バス
　　320　プロセッサ
　　330　メモリ
　　340　記憶コンポーネント
　　350　入力コンポーネント
　　360　出力コンポーネント
　　370　通信インターフェース

【図１】 【図２】
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